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Abstract
Field　survey　and　philological　studies　of　expansion　and　diffusion
　　　　　of　Chinese　Drama　and　Music　inside　and　outside　China
FUKUMITSU　Masahiro　and　KATO　Toru
（1）“Jinchaiji”is　a　manuscript　of　Chinese　drama　transcribed　during　the　xuande　era　of　Ming
　　dynasty．　The　manuscript　was　excavated　in　1975　in　Chaoan　prefecture　of　Chaozhou　city　of
　　Guangdong　province．　At　that　time　a　bronze　mirror　was　excavated　with　the　manuscript．　It　said
　　in　inscription　of　this　bronze　mirror　that　it　was　made　by　Hudongshi　of　Jianlu．“Jianlu”is　the　name
　　of　the　Jian　of　Jiangxi　Province　during　the　Yuan　Dynasty．
　　　This　paper　reports　on　an　analysis　of　the　manuscript．　This　manuscript　has　two　distinctive
features．
　　　One　feature　is　the　shape　of　the　characters．　This　feature　indicates　that仕Le　place　of　publication
　　is“Jinchaiji”．　That　is　Jianan　of　Fujian　Province．
　　　The　other　feature　is　its　phonetic　characteristics：．
1、The　shan　rhyme　of　Middle　Chlnese　share　the　same　pronunciation　with　the　xian　rhyme　of
Middle　Chinese．
2．The　shift　of　the　rising　tone　of　voiced　initials　to　the　departing　tone　of　voiceless　initials．
3．The　enteriIlg　tone　of　voiced　stops　merged　with　the　rising　tone　of　voiced　initials　and　the
　entering　tone　of　sonorant　initials　with　the　rising　tone　of　sonorant　initials．
These　phonetic　features　suggest　to　us　that　this　manuscript　was　transcribed　at　Jian　in　Jiangxi
　　prOVlnce．
（2）“Minshingaku”means　Ming＆Qing－era　Chinese　music　which　was　popularized　in　Japan
　　throughout　19th　century．　In　Japan，　they　published　many　Minshingaku　music　books．　The　styles
　　of　those　musical　notations　were　different　from　each　other．　The　author　analized　21　music　sheets
　　of　the　Qing－era　popular　song　entitled“kyuurenkan”，　or“Jiulianhuan”in　Mandarin　pronunciation．
　　At　that　time，　Japanese　music　masters　tried　to　describe　the　length　of　musical　notes，　however　it
　　seemes　that　they　did　not　try　to　have　the　common　way　f6r　writing　length　of　note．　The　author
　　gave　consideration　to　the　reason　why　they　did　not　have　common　style　of　writing　music　notes：it
　　was　caused　by　the　feudalistic　concept　of　teaching　method　in　premodern　society．
217
《共同研究》
中国の演劇・音楽の域内・域外における発展・
　　　　　伝播に関する現地調査と文献研究
〈目次＞
1，序章
H，明代宣徳年間抄本『劉希必金銀記』の流伝について
福満　正博
皿，日本における中国伝来音楽伝承の特異性
　　　一清楽曲「九連環」工尺譜の音長表記を例にして
加藤　　徹
1，序章
　20世紀の初頭に，如何なる事情にせよ，甘粛省の敦煙から大量の古文書が出土しなければ，唐代の
文学研究は言うに及ばず，中国文学の研究そのものも，ずいぶん味気ないものであっただろうと思わ
れる。宋代になって，印刷術が発達し，数多くの刊本が出版されるようになった。しかしもし敦煙の
出土文物がなかったならば，我々は宋本と言われる後世の刊本から間接的に，当時について想像を巡
らす以外に，唐代の文学に接近する方法はなかっただろう。それはある意味で，硬直した権威主義的
なもので，どこまで真実を反映しているか，検証のしようもなかっただろう。そもそも出版された活
字の文字が伝える情報は，真実の一部でしかない。場合によっては，飾られた偽りの姿でしかないこ
ともある。これに対して，出土文物は，書かれた当時の事情を直接的に，かなりの程度に生き生きと
再現してくれる。当時使われていた，飾らない本当の言葉や文字の書き方などは言うに及ばず，公式
の歴史に消し去られた，当時の人々の生活の細部まで，語り出すことがある。もちろんそれは，限界
はある。例えば，敦焼は中国の西北の一地方都市にすぎないのであるから，ここで出土した古文書か
ら，唐時代のすべてを見通すことは，不可能なことであるからである。
　さて，中国演劇の場合について考えてみる。例えば仮にここで，様々な外からする演劇に関する間
接的な歴史的記述は，取り上げないとする。現在見ることのできる戯曲作品の，その刊本の出版の古
い順番に並べるならば，まず挙げなければならないのは，元代に北方に盛行した元曲である。テキス
トとして，元刊本が存在する。次は，南方に盛行した南曲である。現存する最も古い刊本は，明初の
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宣徳十（1435）年の序文を有する，金陵で出版された「嬌紅記」である。最後に現在も盛行する榔子
腔は，清代の乾隆年間の魏長生の秦腔の活躍が，記録されるのが始まりである。テキストとして見る
ことのできるのも，乾隆年間の選本集「綴白裏」である。但し，明末の万暦年間に記録された戯曲の
抄本「鉢中蓮」の中の，曲の一つである「西秦腔二犯」に，この榔子腔の萌芽が見えるとされている。
　こうして見てみると，中国の戯曲の劇種を成立順に並べると，北方の元曲，南曲，榔子腔になるの
である。これが，中国の演劇の歴史の本当の姿なのであろうか。しかし，榔子腔の特徴ともいえる，
七言斉言体は，既に千年ほど前の敦焼の出土文献，語り物の中に多く見ることができる。事実，元曲
の中にも，南曲の中にも，しばしば七言斉言体が，登場するのである。真実の中国の演劇の歴史につ
いては，今でも実はよくわかっていないというのが本当でなかろうか。そもそもテキストの出版年か
ら，中国演劇の劇種の成立の歴史を簡単に言えるものであるかどうかは，これまで様々な研究者が疑
問を呈しているので，ここではもう省略する。ともかく，中国の演劇史をより正確に探るためには，
それぞれの戯曲作品の成立と伝播の過程を，これまで以上により丹念にかつ詳細に探っていかなけれ
ばならない。
　演劇は，当然のことであるが，音楽と深い関係を有している。台詞だけの作品の上演は，近代の所
産にすぎない。古代ギリシア劇も，コーラスと共に上演されていた。さて中国の音楽は，次のように
分類される。
　1，民間歌曲（民歌），
　　・号子（労働号子）：黄河船夫曲，…
　　・山歌：信天遊，山曲，花児，雲南山歌，…
　　・小調（小曲，俗曲，時調）：小白菜，孟姜女，繍荷包，茉莉花，…
　2，民間歌舞音楽
　　・秩歌
　　・花鼓（打花鼓，地花鼓，花鼓小鋸，扇子鼓，…）
　　・花灯
　　・采茶（茶歌，灯歌，采茶灯）
　3．民間器楽
　　・糸竹楽：江南糸竹，広東音楽，福建南曲，…etc
　　・吹打楽：
　　・北方：西安鼓楽，晋北鼓楽（山西「八大套」），翼中管楽（河北吹歌），山東鼓吹，…
　　・南方；十番鋸鼓，漸江吹打（漸東鋸鼓）
　4．説唱音楽（曲芸）
　　・鼓詞：京韻大鼓，梅花大鼓，西河大鼓，温州鼓詞，揚州鼓詞，
　　・弾詞：蘇州弾詞，揚州弾詞，長沙弾詞，…
　　・道情：晋北説唱道情，江西道情，湖北魚鼓…
　　・牌子曲：北京単弦，河南大調曲子，四川清音，広西文場，…
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　　・琴書：北京琴書，山東琴書，四川揚琴，貴州琴書，…
　5．戯曲音楽
　　曲牌体（楽曲系）
　　・高腔，毘腔
　　板腔体（詩讃系）
　　・榔子腔，皮黄腔
　このような中国の音楽も，実は日本に伝来して，日本の音楽に大きな影響を残してきた。古くは，
日本の雅楽に伝わる蘭陵王などはあまりにも有名である。それだけでなく後の明清時代の音楽も，中
国から域外である日本に伝播して盛行していた。近現代の日本人の音楽にも，中国近世音楽の影響が
生きているのである。
　さて本稿ではまず，第一章で中国南方に流行した「金銀記」という戯曲の抄本を取り上げる。これ
は，南曲というジャンルに属し，この作品の出版・流伝について探ったものである。次に第二章では，
中国の音楽の第一に分類される小調（小曲，俗曲，時調）の「九連環」を取り上げる。とくにその「音
長表記」のスタイルの変遷に注目して，日本における中国音楽の伝播と受容の特徴を探ったものであ
る。明清楽がどのようにして日本人の音楽の中に入り込んできたか，検証した優れた分析である。
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ll，明代宣徳年間抄本『劉希必金叙記』の流伝について
福　満　正　博
一．はじめに
　「劉希必金叙記」は，後に論じるように元刊本，遅くとも明初の刊本の，抄本と推測される。とす
れば，間接的であれ刊本の形態を窺うことができる，中国最古の南戯の作品である。このような意味
で，この作品の成立と流伝を探ることは，中国の戯曲研究史上，重要な意味を持つことと思われる。
この目的で，明代宣徳年間紗本『劉希必金叙記』について考察を加えたものが，本稿である。
　この戯曲は，『永楽大典』には「劉文龍」の名で録されているが，『寒山堂新定九宮十三掻南曲譜』
には「薫淑貞祭墳重会因縁記，一名劉文龍伝，雍煕楽府第一種，史敬徳・馬致遠合著」と記されてい
る（i著作者の一人が馬致遠だというのは，注目される記述であるが，今のところ検証のしようがない
ので本稿では取り上げない）。また『広輯詞隠先生南九宮十三調詞譜』の伝劇総目では「劉文龍即
菱花記」とする。この作品は「劉希必金叙記」以外にも，「薫淑貞祭墳重会因縁記」「劉文龍伝」「菱
花記」など様々な呼び名があった。しかし，従来この作品の刊本は伝わっていなかったので，作品の
内容自体は，不明であった。
　福建省に伝わる地方劇である梨園戯の劇目の中に，「劉文龍」という作品が，現存しているという
ことが指摘され（『南戯新証』劉念弦，1986）ている。私も，偶然であるが1991年に梨園戯のこの作
品を見たことがある。中国の演劇としてよく知られている京劇の上演とは対称的に，非常にゆったり
とした優雅なしぐさの，素晴らしい劇であった。また安徽省の池州市には係戯として「劉文龍」が数
種類残されていて上演されている。福建省の梨園戯も安徽省の灘戯も，本稿で取り上げる抄本「劉希
必金銀記」の流伝とは直接関係のない問題であるので，稿を改めて考察することとしたい。
　さて問題の「劉希必金銀記」の抄本は，一九七五年に広東省潮州市潮安県の発掘墓から見つかった
とされる。当時を伝える記録によればその墓は，地下ニメートルのところに一対の墓穴が並んだ「貝
灰墓葬」であったというω。墓穴は，一つは女性のものであり，もう一つは男性のものであったらし
い。南戯『劉希必金銀記』の抄本は，男性の方の墓穴の中の男性の頭骨の下に，褐色の苧麻の布に包
まれていたそうである。女性の方の墓穴からは，直径十数センチの銅鏡が見つかった。銅鏡の裏面に
は鳥獣図案があり，右の方に「吉安路胡東石作」という七字が刻されていたということである。
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　抄本の発掘地点は，まず気になるところである。というのは，発掘地点とされる潮安県は，実際に
は潮州を北・南・西の三方にぐるりと取り囲む広大な地域であるからである。事実，近世の地図を見
ると，潮州府からこの三方向に沿って三つの道が拡がっていたようである。現在の地名を使って言え
ば，南に向かう道は貿易港都市汕頭市に到達して，そこから海路を使って広州や泉州・温州等と繋が
る海の交通路である。北に向かう道は市の東側を流れる韓江を北上し大哺県を経て汀州などに到達し，
福建省地域と繋がる交通路である。西側の道は掲陽市を経て北上し梅州市を経て，更に江西省地域に
繋がる交通路なのである。
　私が現地で調査したところ，抄本の発掘地点は潮州市の旧市街から十キロほど西に行った鳳塘鎮の
西山渓というところであった。そこで，排水用の川を新しく掘っている時に，途中で発掘されたそう
だ。正確な発掘地点は，今では川の河床となっていて，確認しようが無い。地名としては，書図村と
いうところで，北側には后瀧山（「后隔」は，「鶴瀧」とも書く）が追っている。墓として，風水的に
好ましいところであっただろう（2）。上図に，地名「鶴朧」が丸で囲んでいる。
　現在は発掘地点の少し手前に潮州駅があり，昔と同じように梅汕線が西に向かい，掲陽市を経てさ
らに北上し，梅州市に向かって走っている。また発掘地点を挟むようにして鉄道のすぐ南側には，平
行して公道も走っている。つまり発掘地点は，潮州を西に出て掲陽市から豊順県を経て梅州市に向か
う交通路上に，位置づけることが出来るだろう。
　このことは，象徴的と言えるかもしれない。というのは，抄本と同時に出土した銅鏡の銘文に書か
れていた吉安路というのは，現在の江西省吉安の名称で，元代の皇慶元年（1312）に吉州から改称さ
れてから，明代の最初の年洪武元年（1368）に吉安府と改称されるまでのたった56年間に使われただ
けの名称であるからである。ともかく江西省と広東省潮州を結ぶ道沿いで，抄本は発見されたのであ
る。
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二．「劉希必金叙記」再考
　発見された抄本の刊記には，「宣徳柴年六月日在勝寺梨園置立」とあった。宣徳七年は西暦の
一四三二年に当たり，洪武元年から六十年ほど経過した，明代の初期にあたる。「劉希必金銀記」の
抄本は，出土文献であるというだけでなく，文学史からみても初期の南戯を知ることのできる数少な
い手がかりとして注目されるはずである。
　実際発見される以前に，『南詞叙録』宋元旧篇の項に「劉文龍菱花鏡」として，また『永楽大典』
戯文の項には「劉文龍」という名が記されていたので，この戯曲は「劉文龍」という名前でその存在
を知られていた。しかし整本そのものは伝わらず，内容はほとんど分からないものであった（3）。とこ
ろがこの発見によって初めて，戯曲「劉文龍」（「劉希必金叙記」）の全容を知ることが出来るようになっ
たのである。
　「劉希必金銀記」に関するこれまでの研究を，簡単に振り返って見たい。「劉希必金銀記」は，その
抄本が出土した広東省潮州の，地元の劇であるということを前提にほとんどの議論がなされてきた。
そもそも『文物』誌に登載された発掘報告からして，「明初南戯演出本『劉希必金叙記』」という題名
であったω。筆者陳歴明氏によれば，劇本の所有者は，潮州の「芸人」だというのである。それ以降
の議論もおおむね，この線に沿うものが多く，中には民間の劇団の演出のために文化水準の高くない
下層の文化人が上演用に作った脚本だというような論調も少なくなかった。
　これらとは少し異なる説も一部にはあった。この劇が発生したのは漸江省の温州であるという考え
方である（5）。その論拠は，作品中に出てくる「洗馬橋」という地名が，温州の地名に存在するという
ことであった（6）。南戯自身が，その発生時点で「温州雑劇」「永嘉雑劇」と呼ばれていたという伝承
と相まって，影響力のある議論であった。また福建省の泉州・甫田の地方劇である梨園戯・蒲仙戯な
どに，この曲の劇目が残っているなどの点も考慮して，海上交通で密接に関係する漸江省の温州から，
泉州・蒲田を経て広東省の潮州にいたる地域全体を，作品と関連付ける議論もあった。
　ともあれ全体的に見てこれまで，出土文献が読み難いことが原因か，戯曲史の中でこの抄本につい
て積極的には取り上げられては来なかったように思われる。取り上げられても，厳密な根拠の上に，
議論がなされたとは思われなかった。そこで私は，抄本「劉希必金銀記」について再度詳細に追究し
てみた。そうすると「劉希必金銀記」についての興味深いことが，明らかになったように思う。それ
は南戯の歴史に，意味のある成果であるように思う。
　まず次のことを取り上げてみたい。それは，いったいどのようにして今見る明代の初期（一四三二
年）の抄写本が成立したのか。書写された『劉希必金銀記』の原形は，どのようなものであったのだ
ろうか。最初から演出用に書かれた芸人の自筆の創作メモだったのか。それとも，出版されていたも
のなのか。このようなことから次章で考察を加えてみたい。
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三，書写の基本的立場
　抄本に於いて，書手はどのような態度で文字を書写したかということに見てみたい。書手が文字を
書写した時の姿勢が窺われる箇所を二つ挙げてみる。一つは第四七出の［酔扶帰］の歌の部分であり，
もう一つは第五十出の篇尾の詩である。数字は，饒宗顧「明本潮州戯文五種』（一九八五，広東人民
出版社）の『劉希必金銀記』影印部分の頁数と行数である（以下同じ）。
①　101．4
　、 羅灘
蕎地放郎帰，（途中謹守，恐伯路逢，祷告天和地。生唱，公主公主聴拝啓，悉心悉心放我帰）故里。
　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
②　104．5
纏戴網鯛轡雑強姦灘拳轟畿奥繍惑
　文龍楡走出家郷，番王掌着不非常。悠fホ走到焔歴天，（便有指爪折開地面。挿翅翼飛上青天，）脚下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
騰雲須緊上。
　この二箇所の文字の挿入を見てみると，特徴的なことは，挿入が行われる直前の字と，挿入された
一文の最後の文字が一致することである。①の例では「帰」の字が一致し，②の例では「天」の字が
一致している。ここから窺えるのは，書き手は，離れた場所にある二つの字を見間違ったということ
である。書き手は，同じ二つの字の最初の字を書いた直後に，それを二番目の字と勘違いしてそのま
ま続きを書き続けた。後になってそのことに気づいて，抜かした二字の間の部分が挿入されたのであ
る。これは，文章を模写する時に発生する誤写の典型的な例である。挿入は決して書き手による文章
の推敲の過程で，加筆・修正した跡ではないことが明確に示している。「劉希必金叙記」の抄本は，
原本を比較的忠実に書写している。
　次は，抄本「劉希必金銀記」の第七出の「入嫌」の曲文と，明末清初の曲譜『彙纂元譜南曲九宮正
始』・「新定九宮大成南北詞宮譜』に採録されている「劉文龍」の曲の相当部分とを比較して見たもの
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である（7）。（○は字が共通，◇は字が不明，×は対応する字がないことを示す）
　上段：抄本「劉希必金叙記」
下段：『彙纂元譜南曲九宮正始』隻調近詞，海巣嫌，『新定九宮大成南北詞宮譜』巻六十三
小玉聴得，要取過三般物，与東人把×記，親付与，
○○○○，便○○○×○，○○○○為○。○○○，
身栄千万早回帰。剖金叙折菱花，毎半留君根底，
○○○○○○○。○○○破○○，○留半○○○，
弓鮭児各収一隻，他日帰期，×合団圓再成一対，幸多憂慮。
　○○○○○○○，○○○来，再○○○共○○○，○勿○○。
　（抄本「劉希必金銀記」）
　抄本の最後の「多」の字は，『九宮正始』にある通り「勿」のほうが正しい。抄本が，字形の類似
により「勿」を「多」と誤ったと思われる。そうではあるが，全体としてみると，この部分に限って，
二つはほとんど異同がないといってもよいだろう。
　次は抄本「劉希必金銀記」の第五十六出の「杜章娘」の曲文の一部と，『広輯詞隠先生南九宮十三
調詞譜』に採録されている「劉文龍」の曲の相当部分とを比較したものである（8）。
　上段：抄本「劉希必金叙記」
　下段：『広輯詞隠先生南九宮十三調詞譜』巻二
　終朝没情意，××××××××××××××x×
　○○○○緒，眉黛尽敏愁如織。伯楚館秦楼迷恋在。
　×未有帰来消息。暗憶當初鴛帳総偉裏，護篇三宵，
　尚○○○○○○。○○○○○○○○×，○得○○，
　忽道軽離x。
　○○○○折。
　この場合は，相当に本文が異なっていると思われる。上段の紗本が本文を省略したのか，下段の選
本が新たに曲辞を付け加えたのか，これだけでは判断できない。
　次は同じく，抄本「劉希必金銀記」の第十九出の「二犯梧桐樹」の曲文と，『九宮正始』に採録さ
れている「劉文龍」の曲の相当部分とを比較したものである。下段の（愁）は，『新編南詞定律』巻
十の異文である。
　上段：抄本「劉希必金銀記」
　下段：『彙纂元譜南曲九宮正始』商調過曲，梧桐花
　暑漸錆新秋×　至，蕎聴◇声声雁瞭嗅，対景栖憧忽生存済。
蕩炎威○○（愁）○，忽○得一〇〇〇〇，此○如何守孤偉。
日夜孤眠景物零寂，吹動梧桐葉飛来，知情人何日得帰期。
是処砧声動情緒，又被風憾梧桐樹。
両者の曲文は，相当にかけ離れている。この場合，抄本「劉希必金叙記」が，書き誤ったというふ
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うにはとても考えられない。抄本が修正・加筆を行ったとも考えられないわけではないが，今まで見
てきたように，抄本の書き手の姿勢からみて，この場合両者は，そもそも全く異なる系統の曲文だと
考えるほうが適切なようである。
　「劉希必金叙記」に，最初から複数の系統があったとしても，不思議なことではない。『宋元戯文輯
供』に見るように現存する戯曲選本の中に，劉文龍の曲辞は二十一曲残っている（3）。しかし，抄本「劉
希必金叙記」と，選本の曲辞が多少でも類似するのは，ここに挙げた三曲のみである。残りの十八曲
で相互に類似するものは，全く見当たらない。
　不思議なことに，抄本「劉希必金銀記」には例えば，第九出のように一場面で曲が一つ，全体でも
数行しかないものもある。これは，いい加減な模写と見ることもできる，しかし，現存する出版され
た南戯のある種の曲本の中にも，このように一折が数行しかない例を見ることができる。したがって，
抄本「劉希必金銀記」の第九出のような例は，逆に原本を忠実に臨写した結果と考えることもできる
のである。
　これまで主に，抄本の訂正の例と，抄本の曲辞と選本に残されている曲辞の比較という，二つのこ
とを検討してきた。ここから，「劉希必金銀記」の抄本は，やはり原本を比較的忠実に書写している
と結論して問題はないように思われる。
四，「劉希必金銀記」の字体と出版
　従来「劉希必金銀記」の抄本について，「芸人の演出本」という最初の報告があったせいか，軽視
する見方が多かった。教養の無い芸人の書いた，いい加減な字だという評価である。はたしてそうで
あろうか。前章で見たように，もし比較的忠実に文字を臨写しているというのであれば，次ぎにその
文字に注目してみたい。
　「劉希必金銭記」の書写された字の多くは，草書体と楷書体とその異体字である。草書体は，草書
字典」を紐解けば探し出せるものもあり，大体は呉の皇象や東晋の王義之・王献之などを模範として
いる。ところが簡単に草書にも楷書にも分類できない特殊な字体・異体字もあり，それらについて調
べてみると特徴的なことが浮かび上がってくる。その字体がほぼ同時代の俗文学の版刻と共通する字
体であるということである。次にそれらの字を大まかに分類して示し，同時代の俗文学のどの作品に
同じ字体があるかを示してみる。その字の由来について，必要があれば後ろの注に示した。
①　正字
4．1原文「侶」。「似」の正字。『説文解字』に「侶，像也　杁人，目声」とある。『楽府新編陽春白雪』，
　『元刊雑劇』（陳搏高臥）などにも見える。
②　隷書
25．4　原文は「美」。「美」の異体字⑨。『大唐三藏取経詩話』，『古列女傳』，『劉知遠諸宮調』，『元刊
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雑劇』（拝月亭），『全相平話三国志』。
③　石刻字
3．7　原文「能」。「能」の異体字。『劉知遠諸宮調』，『元刊雑劇』（陳搏高臥），『全相平話三国志』。
6．3　原文「申」。「虎」の異体字。『元刊雑劇』（任風子）「雁」。
7A　原文「G」。元来「薔」と「圖」は，別の字。早くから「圖」の俗字として「置」が使われていた。
『劉知遠諸宮調』，『全相平話三国志』，『元刊雑劇』（任風子）「G」とある。
16．6　原文「凶」。「幽」の異体字（10）。『元刊雑劇』（紫雲庭）「困」，『楽府新編陽春白雪』，『三分事略』，
『嬌紅記』。
35．2　原文は「伐」。「代」の異体字（11＞。『元刊雑劇』（老生児）「伐」。
35．6　原文は「遍」。「逡」の字の異体字（12）。『元刊雑劇』（紫雲庭）などに「逓」が見える。
38．4　原文は「画」。「凶」の異体字（13）。『元刊雑劇』（冤家債主）「歯」，『全相平話三国志』『三分事略』，
『明成化説唱詞話』。
④　草書
5．4　原文「厘」。「　」の草書体。『元刊雑劇』（焚児救母）「厘」，『三分事略』。
5．4　原文「レ司。「得」の草書体（14）。『元刊雑劇』（単刀会）「P（3」，『楽府新編陽春白雪』，『三分事略』，
　『明成化説唱詞話』
＆4　原文「列。「事」の草書体（15）。『元刊雑劇』（調風月）「列，『楽府新編陽春白雪』，『三分事略』，『明
　成化説唱詞話』。
20．4　原文は「ゑ」。「香」の草書体（16）。『元刊雑劇』（冤家債主）に「劣」。
26．7　原文は「な」。「春」の草書体（17）。『元刊雑劇』（単刀会）に「刻。
27．5　原文は「率」。「書」の草書体（18）。『元刊雑劇』（調風月）「オ・」，『三分事略』，『明成化説唱詞話』。
36．7　原文は「5・」。「分」の草書体。『元刊雑劇』（冤家債主）「タ・」。
⑤俗字
4．6　原文「峯」。「墨」の異体字。『劉知遠諸宮調』，『全相平話三国志』，
　雑劇』（拝月亭）「峯」，『明成化説唱詞話』。
1L2　原文「李」。「学」の異体字。『劉知遠諸宮調』，『全相平話三国志』，
　風子）「享」，『明成化説唱詞話』。
『楽府新編陽春白雪』『元刊
『三分事略』，『元刊雑劇』（任
⑥　異体字
6．3　原文「昼」。「垂」の異体字。『古列女傳』，『元刊雑劇』（拝月亭）「昼」，『明成化説唱詞話』。
6．4　原文「塑」。「驚」の異体字。『元刊雑劇』（尉遅恭）「驚」。
10．6　原文「独」。「猫」の異体字。『全相平話三国志』『元刊雑劇』（薫何追韓信）「独」，『三分事略』，
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　　『明成化説唱詞話』。
13．7　原文「移」。「買」の異体字。『元刊雑劇』（趙元遇上皇）「写」。
17．3　原文「捌。「職」の異体字。『古列女傳』『全相平話三国志』『元刊雑劇』（楚昭王）「取」，『三分
　事略』。
24．3　原文は「Q」。原文25．2では「逐」となっている。この例のほうが多い。原文51．5では「鋤」と
　なっている。「邊」の字の草書的異体字（19）。『劉知遠諸宮調』，『全相平話三国志』，『五代平話』，『楽
　府新編陽春白雪』，『元刊雑劇』（楚昭王）「逐」，『三分事略』，『明成化説唱詞話』。
252　原文は「航」。「般」の異体字。『元刊雑劇』（焚児救母）「航」。
25．7　原文は「耕」。原文46．1などでは「新」に作る。「新」の異体字。『元刊雑劇』（調風月）「新」，『明
　成化説唱詞話』。
25．8　原文は「親」。「親」の異体字。『元刊雑劇』（単刀会）「親」，『三分事略』，『嬌紅記』，『明成化
　説唱詞話』。
26．2　原文は「芥」。「養」の異体字。『元刊雑劇』（調風月）「芥」，『楽府新編陽春白雪』，『明成化説
　唱詞話』。
35．7　原文は「禽」。「命」の異体字。『元刊雑劇』（薫何追韓信）「k」，『明成化説唱詞話』。
105．6　原文は「費」。「要」の異体字。『元刊雑劇』（単刀会）「費」，『三分事略』，『明成化説唱詞話』。
　ここに挙げたのは全てではないが，そもそも数ある草書体や異体字の中で，このように多くの字が
わざわざ同時代の版刻の字体と一致するというのは決して偶然ではないであろう。書手は忠実に原本
の字体まで書写していたと思われるのである。抄本「劉希必金叙記」の原本は，元刊本のような版本
だったと判断してもよいように思われる。
　そうだとするならば，我々は巻末の刊記に書かれた「新編全相南北挿科忠孝正字劉希必金叙記」と
いうのは，何らかの誇張とか宣伝ではなくて，真実に抄本のもととなった原本の書名を記録したもの
だと考えざるを得ない。原本は，現存する元末明初の刻本から考えて，明初の宣徳十年の刊記のある
『新編金童玉女嬌紅記』（金陵積徳堂）か，或いは元刊本の『新全相三国志平話』のような，全相本
であったのであろう。『新全相三国志平話』のようであれば上下に図と文が並んだものだったかもし
れないし，『新編金童玉女嬌紅記』であれば前後・左右に文と図が並んでいたことになる。抄本の各
行の字数が三十字前後であることからみて，上図下文の可能性は，低いかもしれない。ともかく，原
本の印刷・出版地は可能性として，劉念莚氏が推測するように，金陵・建陽などが当然考えられる（20）。
また『元刊雑劇』などの「古杭新刊」などの名称から見て，杭州あたりの可能性も考えられる。
　さて，戯曲の曲辞を録する明末清初の散繭集戯曲選本の中で劉文龍の曲辞を残すものは，五種で
ある。『南九宮十三調曲譜』，『広輯詞隠先生南九宮十三調詞譜』，『彙編元譜南曲九宮正始』，『九宮大
成南北詞譜』，『南詞定律』の五種で，録されている劉文龍の曲辞は，全部で二十一曲である。この
二十一曲の中で，複数の散駒集に重複して録されている曲を子細に見てみると，全くといってもいい
ほど，同じである。明末の『南九宮十三調曲譜』から，康煕五十四（1715）年の『南詞定律』に至る
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まで，ほぼ同一の版本「劉文龍」を使っていたものと思われる。残念ながら，その刊本は今では失わ
れている。しかし，第三章で検討したように，紗本「劉希必金銀記」の曲辞と一致するものは，一つ
しかなかった。したがって，明末清初の散駒集に使われた「劉文龍」と，紗本「劉希必金銀記」とは，
別の系統であると推測した。
　では，明末清初の散齢集に使われた「劉文龍」はどのようなものであったか。田仲一成氏は，早く
も「十五・十六世紀を中心とする江南地方劇の変質について」で，主に琵琶記のテキストを対象とし
て，戯曲選本を呉本，閾本，京本，徽本，k陽腔本の五種類に分けている（21）。劉文龍で挙げた『南
九宮十三調曲譜』と『彙編元譜南曲九宮正始』が，この中の呉本に分類される戯曲選本なのである。
とすれば，当時残存していた戯曲「劉文龍」は，文人の手によって優雅に改変された，宗族家堂上演
用の劇本になるものと思われる。比較的上流の，テキストといえるだろう。
　これに対して，まず全相本であること，そしてもとの刊本自体からして相当に俗字・異体字が多かっ
ただろうと推測されること，そして呉本のような上流テキストではないということから考えて，抄本
「劉希必金銀記」の原本は，閾本だったと推測できる。つまり出版地として，福建の建陽の可能性が
一番高いだろう。南戯の初期に出版された書籍の様子が窺える貴重な史料であるといえる。
　出版地が建陽だとすれば，やはり江西との関係を指摘しなければならない。福建の建陽は，宋代以
来中国の出版業の中心地のひとつであった。しかし印刷地点としては，特に書籍の大消費地である江
南地方から交通至便というわけではなかった。建陽のすぐ北には，武夷山の山並が聲えているからで
ある。建陽から消費地に書籍を出荷するには，主に三つのルートがあった（22）。一つは北の浦城から
仙霞関を抜けて，直接漸江に抜ける道。二つは黄歯山の北側の分水関を抜けて，江西の鉛山・k陽に
向かう道。三つは東側の郡武を経由して黄尚山の南側の杉関を抜けて，江西の建昌・臨川に至る道で
ある。三つのうち，二つが江西を経由するのである。清初の査慎行の「建渓罹歌詞十二章」の詩の中
に，次のものが残っている。
西江信客建陽来，不載蘭花与薬材。
点綴渓山真不俗，麻沙村里販書回。（『敬業堂詩集』巻四十四）
　江西方面から商人がやってきて，麻沙や崇化などの建陽の主要な出版地に書籍の買い付けに来てい
た様子が，歌われている。建陽から書籍を搬出するには，江西を経由する確率は，非常に高かった。
出版地の福建の建陽は，戯曲の本に限っても主要な場所出版地であった。というのは，明末に出版さ
れた青陽腔（徽調）の散駒集が残っているが多くが，青陽のある安徽ではなく福建の建陽で出版され
ている。挙げてみると以下のようである㈱。
『新銀梨園摘錦楽府蕃華』萬暦二八年，三椀堂王会雲刻
『新刻京板青陽時調詞林一枝』萬暦間，閾建書林葉志元刻
『鼎銀徽池雅調南北官腔楽府貼板曲響大明春』萬暦間，閾建書林金魁刻本
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『新銭天下時尚南北徽池雅調』萬暦間，燕石居主人刻
『新銀天下時尚南北新調禿天楽』閾建書林熊稔簑刻
『鼎鋼毘池新調楽府八能奏錦』萬暦間，愛日堂察正河刻
　これらの本は昆曲と並んで青陽腔（徽調）の曲文を採録することを宣伝文句にしているが，出版・
印刷は建陽なのである。これらの本からは，相当程度の共通した字体を見ることができる。
　そもそも青陽腔そのものも，実は江西と関係が深い。知られるように湯顕祖（一五五〇～
一六一六）の「宜黄県戯神清源師廟記」に次のようにある（24）。
此道有南北。南則毘山之次為海盤。呉断音也。其体局清好，以拍為之節。江以西k陽，其節以鼓。
其調喧。至嘉靖而k陽之調絶，変為楽平，為徽青陽。
　明代も中期になると，k陽腔が衰退して青陽腔・楽平腔に変化したというのである。しかしk陽腔
は，その後清朝になっても盛行が続くので，嘉靖年間以降にAL　wa腔が衰退したという湯顕祖の記述は，
全く誤っている。
　実は，明代の江西のk陽県について，直接見聞した新しい資料がある。それが，明末の萬暦年間の
人である宋懲澄の文集の中にある。次に引用して見る。
k陽　二
k陽城下泊舟不可唱。唱則県中群起迭歌，盤勤索和客歌唱。若人窮則岸上争以瓦礫相郷幾亡。其
生客能和，至四更則主人亦漸引去。蓋天下優人十九出ft陽。故主人好勝一至干此。呉人云江陰莫
動手，無錫莫動口。量特k陽哉。然呉歌楚調不相入如薫猶。彼其相和如東西，司長倶有競心，都
無擁i和之雅。又腔日楽平，地属饒州。量鳳游（楽平県の山名）鶴阜（呉県の山名）独協八音。以
予聴之，然欺否也。又其次日青陽，乃南国突。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『九箭続集』巻十雑著）
　著者の宋慾澄は，後の呉偉業の「宋幼清墓誌銘」（『梅村家蔵藁』巻四七）によれば，天啓二（一六二二）
年に五一歳でなくなった人物である。主に明末の萬暦年間を生きた人である。主に北京と蘇州に住ん
でいたが，「如斉，如秦如沐，如豫章，如楚，越，皆居焉」と述べられるように，全国各地を流寓
していたらしい。豫章（江西省南昌）にも住んだことがあるということなので，k陽県に関する記述
は，相当程度信用できるだろう。それによれば，k陽県は芸能の盛んな地域であったことを確かめる
ことができる。また全国の役者の十人に九人はざ陽出身であったというのは大袈裟な表現だとしても，
当時はまだk陽県は芸人を輩出していたということである。湯顕祖の言うように，「至嘉靖而k陽之
調絶」というのは．全くの誤りだということが証明される。
　ともかく，青陽腔といい，k陽腔といい，名称は異にしても，深い関係を有していたと思われる。
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江西のk陽腔の後身とも言える安徽の青陽腔の曲文の出版が明末に盛行した。それらの中には，実際
には福建の建陽から出版されたものも多かったということである。江西の戯曲と，福建の建陽の出版
は，後世になっても深い関係が認められるのである。
　k陽腔・青陽腔の特徴といえば，「渡調」である。長短句の曲牌の中に，七言の斉言体が挿入され
る形式である（25）。「劉希必金銀記」の第四十二出には，「衰」の一字が出てくるが，これは曲牌名の「降
黄龍衰」の省略である（26）。ところが，第六十三出の「十二拍」という見慣れない曲牌に六十七句
の七言斉言体が現れるのである。今分かりやすくするために，途中の白を省略してその一端を示して
みる。
奴是肖家親女児，
尊父官名肖伯郵。
只因無嗣求神仏，
五旬年中奴出世。
七歳与君割杉襟，
二家尊親発誓盟。
送聰黄金一百両，
姿奴二八合成親。
夫婦三宿両分張，
批棄妻室共参娘。
一去求官念一載，
音書並無紙半張。
三般古記在君行，
八条大願告弩蒼。
洗馬橋辺分別後，
教奴日夜守空床。
菱花古鏡讐金叙，
弓鮭一隻分両開。
菱花撃破如鉄月，
明月団円望郎来。
誰知君去不回還，
奴在家中眼望穿。
晟鐘未動起来勤奉仕，
並無半句恨郎言。
早朝起来点茶湯，
三頓奉仕家常飯。
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晩與公姑鋪鉢薦，
伏事参娘上牙林。
只因歳律慶新時，
家家児孫戯彩衣。
公姑想他身没韓，
只伯年久無依棲。
参嬬四目椅無親，
養得児夫只一身。
公姑主張奴改嫁
迫奴改嫁奴不聴。
　「盟」と「親」，「飯」と「鉢」，「身」と「聴」が韻を踏むところから窺えるように，－n韻尾と一ng韻
尾を区別しない，素朴な語り物の口調である。短く換韻を繰り返しているが，後世の同じ韻が長く続
く七言斉言体の作品と異なり，敦燵の斉言体などでは，よく見かけるものである。唐代以来の古い語
り物の形を残している。これは，「渡」とは明記されていないが，明らかに七言斉言体，詩讃系講唱
文学である（27）。南戯の曲牌体の中に，斉言体が挿入されているのである。尚この問題はまた稿を改
めて論じたい。
　嘉靖・隆慶年間の人魏良輔の『南詞引正』に，次のようにある（28）。
一，腔有数様，紛転不類。各方風気所限，有毘山・海監・余眺・杭州・k陽。自徽州，江西，福
建倶作k陽腔，永楽間，雲・貴二省皆作之，会唱者頗入耳。
k陽腔は，明初の永楽年間には既に西のはて，雲南・貴州まで広がっていたというのである（29）。宣
徳年間に埋葬された戯曲に，既にk陽腔の特徴の萌芽が見られるとしても，矛盾は無いように思われ
る。「劉希必金叙記」は，江西と福建の地に深く関係を有するようにして，出版されていたのである。
　また興味深いことに，問題の金銀記は，明末に上演されたのを見たという記録が，衰中道の日記，
「遊居柿録」に残されている。萬暦四十三年の条は，注目される。
至天皇寺看十方堂，時縞已漸葺。…晩赴瀬洲，況洲，文華，謙元，泰元諸王孫之饒，諸王孫皆有
志詩学者也。時優伶二部間作，一為呉飲，一為楚調。呉演幽閨，楚演金銀。（『珂雪斎遊居柿録』
巻十）
　蓑中道は，湖北の荊洲の王府であろうか，楚調の金銀記の上演を見たというのである。萬暦年間の
宮廷でも昆曲と並んでk陽腔・海監腔が上演されていたという記録がある（30）。この場合も，昆曲（呉
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歓）と並べられているところからみて，楚調というのは，ざ陽腔系の戯曲だったと思われる。別のと
ころでも，蓑中道は，「赴王太学維南名始席，出歌児演金叙。因嘆李・杜詩，琵琶・金叙記，皆可泣
鬼神。古人立言，不到泣鬼神処不休」と述べて，杜甫・李白の詩と並べて「金叙記」を絶賛している。
この「金銀記」は，祁彪佳『遠山堂曲品』雑調に「全致銀釧，何稜悪至此」と評された「金銀」では
ないだろう。特に定説はないが，衷中道が琵琶記と並べているところからみて，これと類似した内容
の曲であろう。そうであれば，「劉希必金銀記」の可能性が高い。この作品の歴史を考える上で，重
要な記述である。
五，「劉希必金叙記」の曲と押韻
　次に，抄本『劉希必金銀記』の押韻を見てみることにする。『中原音韻』の韻目で言えば，陰声の
押韻で一番目に付くのは，斉微韻・支思韻・魚模韻の通押である。斉微韻と魚模韻の混用が12例ある。
また，斉微韻と支思韻の通押が7例ある。魚模韻として2度使われる「訴」の字は，中古音の遇摂去
声一等暮韻である。中古音で魚・虞韻3等と模韻1等にあたる魚模韻が，斉微韻と通押するのは，南
曲の特徴であるとされる（31）。
　陽声の押韻を見てみると，真文韻と庚青韻の通押が7例，真文韻と侵尋韻の通押が1例，真文韻と
東鐘韻の通押が4例，侵尋韻と庚青韻の通押が1例，真文韻と庚青韻と侵尋韻の通押が3例，真文韻
と先天韻と庚青韻の通押が1例，真文韻と江陽韻と東鐘韻の通押が1例，庚青韻と江陽韻と東鐘韻の
通押が1例，先天韻と廉繊韻の通押が1例，先天韻と侵尋韻の通押が1例，先天韻と江陽韻の通押が
1例，寒山韻と江陽韻の通押が4例，廉繊韻と江陽韻の通押が1例，寒山韻と江陽韻と監成韻の通押
が1例，寒山韻と先天韻と江陽韻の通押が1例であった。このように，－n韻尾と一n韻尾・－m韻尾
をしばしば混用させるのは，古典的な南曲の『琵琶記』などには見えない（32）。「張協状元」などの永
楽大典戯文三種には，このような例がよく見える。『劉希必金銀記』の下場詩においても，韻の混用
が2例ほど見える。
　入声韻尾について見てみる。入声だけで通押する例が3例ある。相当する『中原音韻』でいえば車
遮韻が2例，斉微韻が1例である。これらは，『中原音韻』の枠組みを越えない。入声と陰声が通押
するのは，23例ある。魚模韻が6例で，残りは斉微韻の17例である。斉微韻の入声は，中古韻の一p
韻尾が1例（「立」組韻），－t韻尾が3例（「喫」，「日」，「畢」），残りは全て一k韻尾である。入声と
陰声が通押するもののうち21例は『中原音韻』の枠組みを越えない。第18出の「市」（支思韻）と「息」
（斉微韻）が例外である。しかし，斉微韻の入声が支思韻・魚模韻の3等と通押することは，夙に指
摘されている（33）。支思韻入声が，『中原音韻』の枠組みを超えて陰声と通押しないのであるから，『劉
希必金叙記』の音系の中で入声字は，『中原音韻』とほぼ同じ枠組みにあったということだろう。
　抄本『劉希必金銀記』の押韻からは，全体として『中原音韻』の枠組みを超えることはなく，南曲
の特徴を窺えるということであろう。
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六，「劉希必金銀記」の通假字
　通假字というのは，本来その意味を表す字があるにもかかわらず，音声が同じまたは近いことが原
因で使われる文字のことである（34）。押韻の場合は，韻母しか分からないし，韻書に影響されている
可能性も考えられる。これに対し，通仮字は多くの場合，無意識の中で行われる誤りであり，韻母だ
けでなく声母まで含めた音系が現れる。押韻に比べて数は少ないが，重要な資料だといえる。主には
「劉希必金銀記」を書写する際に起きたと考えられる。この通仮字を探ることは，抄本の成立を考え
る上でも，押韻に劣らず重要だと思われる（35）。
　「劉希必金銀記」は，一九八五年に影印本が出され，これについては三種類の校本が出ている（36）。「劉
希必金叙記」の校注本の中には数十箇所の通假字が指摘されている。しかし通假字といっても，その
まますべてが当時の音声を探る資料となるわけではないので，有用と思われる通假字だけを挙げて，
いくつかに分類して検討して見る。
　通假字の前後の文章を挙げ，通假字の後ろに括弧をしてその正字を示した。後ろの数字は「金銀記」
のページと行数。下段はt中古音を示した。また，潮州方言は，どうしても問題となるので，中古音
の後ろにそれぞれわかる範囲で示した。方言音は，特別に明示が無ければ『漢語方音字匪』㈹に拠っ
ている。
1，中古音から同音の通仮の例。
①好交（教）父母得知17－2
②榛落拍（醜）48－4
／交と教の通仮は唐代から例がある。潮州音で交は
［kau33］，教は［ka213］となる。
／拍・魂ともに梗入阻湧二開。潮州音で拍は［pha？21］］，
醜は［phek21］となる。
ll，摂を超えた通仮の例
①娘計（既）有此願説與卑人25－2
②将祢求配家（佳）偶34－8
③有時撰（賑）得匹把布40－6
／計は蟹霧見去四開，既は止未見去三開。／潮州音で計
は［koi213］，既は［ki213］となる。
／家は假平麻見二開，佳は蟹平佳見二開。／潮州音で家
は　［ke33］，佳は　［kia33］。
／撰は山上潜崇二合，嫌は成去陥澄二開。／潮州音で撰
［tsueη35］（『潮州方言』），脈は［tsuaηii］。
皿，全濁上声に関する通仮の例
①誤君不能仕（侍／事）父母81－2 ／仕は止上止崇三開，侍は止去志常三開。事は止去志崇
三開。
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IV，清音と濁音間の通仮の例
①伏（覆）相公，40－3
②外亦（扮）丞相上唱43－4
／伏は通入屋並（奉）三合，覆は通入屋湧（敷）三合。
／亦は山去欄並二開，扮は山去欄蘭二開。／潮州音で亦
は　［P6ill］，　扮は　［pa1〕213］Q
V，入声と陰声の通仮の例。
①勤学灯窓是（十）幾年16－7
　（cf鶏窟十載　17－2）　　　　　　　　　／是は止上紙常三開，十は深入績常三開。／潮州音で是
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は［si35］，十は［tsap4］となる。
②在家千里（日）好，出路一朝難56－7／里は止上止来三開日は環入質日三開。／潮州音で里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は［li53］，　日は［zik21］。
③伯く看取這老皮（匹）夫136－3　　／皮は止平支並三開（重紐B類），匹は藻入質湧三開（重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紐A類）。／潮州音で皮は［phi55］（文）［phue55］（白），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹は［phik21］。
VI，その他の特徴的な通仮の例
①與祢一計好相（商）量33－3
②買棺柴（材）57－8
③男人若無妻，勝事（似）無柁船
④勤椿萱萬四（世）　8－6
　　　／相は宕平陽心三開，商は宕平陽書三開。／潮州音で相
　　　は［siaη33］，商は［siaη33］。
　　　／柴は蟹平佳崇二開，材は蟹平始従一開。／潮州音で柴
　　　は［tsha55］，材は［tshai55］。
72－3／事は止去志常三開，似は止上止邪三開。／潮州音で事
　　　は［Slll］，似は［S、35］。
　　　／四は止去至心三開，世は蟹去祭書三開。／潮州音で四
　　　は［si213コ，世は［si213］。
　以上が，抄本「劉希必金銀記」の本文の中から，通假字を分類
してあげたものである。
　「劉希必金銀記」の通仮字が書かれた地域を探るために，あまりに非現実的な地域を除外すれば，
次のような区域が候補として挙げられる（38）。北京官話区域（39）・江涯官話方言区域・閲方言区域・呉
方言区域・興方言区域・徽方言区域・客家方言区域・籟方言区域（40）の入つである。
　1とHは，通仮の例が潮州方言では説明できないことを資料的に示すために挙げた。潮州方言では
矛盾することがあまりにも多いので，これ以上の検討はしない。
　それ以外の事で重要なことを，次に検討して見たい。それはまず，IV一③の山摂（－n）と成摂（－
m）の合流である。一般的に言って，北方で一nと一mの区別が完全に消滅したのは15世紀後半と言
われる。現在でも一m韻尾を残す閲南方言区域・興方言区域・客家方言区域では，このような通仮が
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起きる事は考えにくいことである。
　nIでは，全濁上声と去声の合流を示している。所謂濁上変去の現象は官話では古く中唐あたりから
起源するとされている。官話方言区だけでなく，他の南方方言区でも，鯉方言区域を除いて，広く見
られる現象である。しかし，呉方言区域の一部（温州方言を含む）や，閾方言区域の一部（潮州方言
を含む）では，この現象が起きていない。
　IVでは，濁声母と清声母が通仮関係になっている。濁声母を残す呉方言区域・閏方言区域の一部（潮
州方言を含む）が考えにくくなる。
　VIでは，歯音間の通仮関係である。歯音は，中古音では精組・荘組・章組の三系列に分かれていた。
現代方言では，歯音が二系列，場合によっては一系列も珍しいことではない。・これだけでは，特定の
方言区を絞り込むことは出来ないように思われる。
　Vでは，入声と陰声が通仮関係にある。したがって，入声韻尾を様々な形で残す南方方言区域は考
えにくい。しかし，入声韻尾のない北方方言区域としても，ここからいくつか不可思議なことを見つ
けることができる。そもそも，『中原音韻』では，全濁入声は陽平声に，全清次清入声は上声に，次
濁入声は去声に配されている。現在の北方方言において，全濁入声が陽去声，次濁入声が去声に対応
して帰属するのは，北京・東北・膠遼・翼魯方言区などがある。ところが，全清・次清入声の帰属は，
北京方言区では，陰平・陽平・上・去にばらばらに分かれ，そこにどのような規則性を見るかは諸家
によって異なっている。マスペロ・カールグレン・白條洲以来，現在に至るまで様々な説が出されて
いる。北京語の上声の中に近世の全清音の痕跡があることはうかがえるが，その規則性については完
全な一致に至っているわけではない（41）。
　このような全清入声と全濁・次濁入声との対応の強度の違いは，実は最初からうかがうことができ
た。たとえば，関漢卿の曲について調査した摩殉英の「関漢卿戯曲的用韻」も，全濁入声が陽平声に，
次濁入声が去声に高い確率で置き換えられていることを指摘している（3D。しかし全清・次清入声に
至っては半分以上対応しないことが，報告されている。また，ここで元刊本の『新全相三国志平話』
の通仮字を調べてみる。入声は概ね入声同士通仮となるのであるが，入声と陰声の通仮として次のよ
うなものを見つけることができる（42）。
　（地名の例）
　滑栄路（華容道，『三国志』巻一『山陽公載記』）…「滑」は厘黙合二入山，「華」は厘麻合二平假。
　歴陽（来陽，『三国志』巻三七）…「歴」は来錫開四入梗，「来」は来隊合三去蟹。
　（文章中の例）
　漢室傾危不可当，黄巾反乱遍東方。不因賊子胡行事，合（何）顕肇天真棟梁。…「合」は成開一入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合厘，「何」は果開一平歌厘。
　全濁入声が陽平声と，次濁入声が去声と通仮になっている例は容易に見つけることができる。近世
以来，北京語の源流となった方言では強固な関係といえる。そうであれば，Vのように全濁入声と全
濁上声・次濁入声と次濁上声のような関係は，北方の官話区域では考えにくい。
　さらに不思議なことは，V一②で日母と来母が通仮となっていることである。「日」と「里」は，
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そり舌音のある北京語を聞き慣れた我々からからすれば抵抗が少ないかもしれない。しかし，当時は
そうでなかったと思われる。これについては，王力が以下のように説明している（43）。「中原音韻」で
日母は，中古止摂三等の児・爾・二などの字の日母と，それ以外の字の日母とに分化しているとする。
中古止摂三等の日母は中原音韻の支思韻（－Dに属し，後に『西儒耳目資』に「ul」と記され，現
代の［a］となるのである。これに対して，それ以外の日母の字，例えば「日」の字は，斉微韻（－i）
に属し［5i］と読んでいたというのである。「日」の字の読みは，当時の域外資料からも確認するこ
とができる。『蒙古字韻』（一三〇八年）では，「日」の字は，「［弼」と記され，語頭は「厘」である。
このパスパ文字は，チベット文字の「『」［z］の借用である〈44）。また一六世紀の初め，李氏朝鮮の崔
世珍の編纂になる『翻訳老乞大』でも，右側音に当時の北方音が記録されている（45）。これでは，「里」
は「己1」［li］であり，「日」は「Al」［zi］である。「日」と「里」の通仮は，北方方言では起こりに
くいと思われる。この二つの事から考えるに，Vの入声と陰声の通仮から，単純に北方方言を導き出
すことはできないのである。
　以上の考察の結果をまとめると，「劉希必金銀記」の通仮字の方言としてまず潮州方言や温州方言
で無いことはわかる。その上に，入声と陰声が通仮となるというVを条件として取り上げてみると，
これだけで南北のほとんどの方言区域が否定されることとなってしまった。
　そこで，先に挙げた八つの方言区域を再度検討してみなければならない。『漢語方言地図集』によ
れば　日母開口を辺音1一で発音する地域は，大きく二つある（46）。それは輯方言区域と，泉州・甫田な
どの閲南方言区域である。閾語の可能性はないので，籟方言について再度検討して見る。
　江西では中古の日母が側面接近音1一で発音される地域が多いことは，七十年以上前の調査である
羅常培の『臨川音系』でも，報告されている（47）。それだけでなく，吉安茶陵片と呼ばれる地域に，
入声韻尾が無いことが報告されている。現在の江西省の中西部の吉安市を中心に，吉水・泰和・永豊・
安福・永新・万安・遂川・井岡山・葬郷・蓮花などから，西隣の湖南省の茶陵などまで広がる地域で
ある（48＞。この地域の言葉は，籟方言区で唯一入声韻尾を持たない地域である。また，全濁上声と全
濁去声の合流も報告されている。
　そこで，問題の通仮字について吉安方言の音を示してみる。
　ll　t②吉安で家は［ka334］，佳は［ka334］（『客籟方言比較研究』，以下別に明示が無ければ同じ）
　　　③吉安で撰は［tshan53］（類推），脈［tshan214］。
　皿，省略
　IV，②吉安で亦は［phan214］，扮は［panil］。井岡山では方は［phan4］，扮は［phan4］。
　v，①吉安で是は［sε214］，十は［s1214］となる。永新では是は［¢iε3］（『客籟方言調査報告』），
　　十は［Giε56］（同）。蓮花では是は［se44］，十は［se22］。薄郷では是は［slii］（『薄郷方言詞典』），
　　十は［s／ii］（同）。
　　　②泰和で里は［li42］，日は［li44］となる。
　　　③吉安で皮は［phi11］，匹は［phi334］なる。
VL①永豊で相は［Gioη24］，商は［¢iorl44］（類推）となる。
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　　　②吉安で柴は［tshaill］，材は［tshoili］（類推）となる。
　　　④吉安で四［Slll］，世［Slll］となる。
　これらの例では，確かに声調が異なるものがある。しかし郡栄券の実験によれば，一般的に通假現
象は声調にかかわらず，音声が同じか近ければ，起こるとされている（49）。こうしてみると南方の方言
としては異例に，「劉希必金銀記」の通假の両字の音声が近似していることが注目される。
七．吉安方言
　最近では，籟（客家方言も含む）方言の調査報告の中から，我々は現在の吉安方言の特徴について
窺い知ることが出来る。吉安茶陵片の方言に関して，いくつかの特徴を挙げてみることにする（SO）。
　①現代の吉安方言区の鼻音韻尾は，－nと一nの二つである。
　②籟方言は普通6・7個の声調があるが，吉安茶陵片では4・5個ほどしかない。また共通して，
　　陰平声と陰入声，陽去声と陽入声が合流している。ここでは，吉安の市区を代表的に取り上げて
　　説明して見る。四つの声調は，以下のようである。
　　　一．陰平334，二．陽平11，三．上声53，四．去声214
　　　（一）中古陰平声と陰去声と陰入声（次濁入声を含む）が合流し，現在の陰平声を形成してい
　　るようである。（二）中古の陽平声は，そのままである。（三）中古陰上声（次濁上声を含む）も，
　　上声として残っている。（四）中古全濁上声と，陽去声（次濁去声を含む）そして全濁入声が合
　　流して，現在の去声を形成している。多くの籟方言と同じく，濁声母はない。
　③籟方言区域の中で，唯一入声韻尾がない地域である。
　④精組華組章組知組の区別がない。籟方言の特徴である，全濁声母が平灰に関係なく有気
　　音となるということは，吉安茶陵方言でも共通して見られる。
　これらの特徴を基に，「劉希必金銀記」の通假字を検討してみる。
　llの山摂と成摂の通仮に関して，吉安という一地域における歴史的な証拠はない。しかし臨川のよ
うに一m韻尾を残す地域や，－n韻尾だけの地域もあり，籟方言区域は複雑であるが，吉安茶陵片で
は一n韻尾と一m韻尾の区分が現在ない以上，歴史上どの時点かで消滅したことは間違いないであろう。
　皿の全濁上声「仕」と全濁去声「侍」の通仮については，②で示したように吉安方言では，濁上変
去があることから説明される。
　IVについては，特に説明の必要はないだろう。
　Vは，陰声と入声の通仮の問題である。籟方言区域は，現在でも入声韻尾を残す地域が多いので，
吉安地域の入声韻尾については，改めて検討しなければならない。調べてみると，吉安地域では元末
明初の頃には，入声韻尾が相当に弱化していたことが歴史的な史料から見て取れる。次は吉安出身の
文人が作った詞の，詞牌と押韻字を並べたものである。
　○劉昭年（吉安路萬安，一三三一～一四一〇），
　　「賀新郎」“熱，節，閾，格雪，別，劣，色，客，灘，説，舌”（『先世遺芳集』：『全明詞補編』
238
　　所収）
　○李禎（吉安府盧陵，一三七六～一四五二）
　　「天浄沙」“拙，蒲狙，薦”（『運壁漫稿』：『全明詞』所収）
　現在の大部分の籟方言でも入声韻尾が残っているにもかかわらず，明初ごろに吉安出身者の詞に，
入声と非入声の通押が多く見られることは，指摘されている（51）。
　V一①の場合，通假字「是」は全濁上声であり，正字「十」は全濁入声である。全濁入声が，全濁
去声と全濁上声と合流している吉安方言の特徴から説明できる。V一②について言えば，「日」は次
濁入声で陰平声と合流する。「里」は次濁上声で，「日」と声調は一致しない。しかし，輯方言の特徴
で声母が共通して側面接近音1一となっている。V一③ではt「皮」が全濁声母であるので籟方言では
送気の清音となり，次清音「匹」と声母［ph－］が一致する。例えば湘方言・閾方言などの場合では，
中古の全濁声母は逆にほとんど不送気の清音となる。
　VIでは，例えば通假字「四」が［sll1］で，正字「世」が［slll］で，二つは同音となっている。
　以上で「劉希必金叙記」の通假字と正字から窺われる五つの項目にたいして，吉安方言の音系から
の説明を試みてみた。もちろん現在の吉安茶陵方言から完全に説明できるはずもないが，しかし大き
く矛盾する特徴が吉安方言の音系に見つからないことも事実である。
　「劉希必金銀記」の書写が，どこで行われたのか正確に確定することは現在では不可能である。し
かし六百年以上前の江西に，現在の吉安方言の原形があって，その音系が基礎となって書写が行われ
たと十分推測できるのである。
　江西省吉安は，宋代から欧陽修・楊万里などの大文化人を輩出し，また元代の『中原音韻』の出版
にも関係している。演劇も盛んな地域であったらしい。宋・元・明時代において，江南地域と並んで，
中国近世文化の中心地の一つと言える地域である。このような意味で，重要な地方であった。不思議
なことであるが，江西省吉安は抄本『劉希必金銀記』の成立にも関係しているようである。
八，歴史的資料
　銅鏡の銘文に記された「吉安路」という名称は，元代から明の洪武元年（1368）まで続いた呼び名
である。南戯の抄本の刊記にある宣徳七年は，それから六十五年の後のことである。明の潮州府で埋
葬された人物が，例えば元の吉安路から移動して来たなどということは，考えられるのだろうか。そ
のようなことが歴史的にありうるだろうか。
　実は，江西から広東への移動というのは中国の移民の歴史としては，極めて典型的な道だった。南
宋の王象之の『與地紀勝』の梅州の項には，『図経』を引用して次のようにある。
郡，土膿民堕，而業農者鮮。悉籍汀籟僑寓者耕焉。（巻一百二）
潮州の北にある梅州では，福建の汀州や江西の方から来た多くの移民を使って農業をしていたこと
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を記している（51）。
　すこし時代が下るが，明末萬暦の羅大紘の『紫原文集』に，広東で活躍した吉安商人の記録もある。
西昌（泰和）之夏渓呉君香山，則猶有計然之遺焉。呉君少読書軌病，則廃業代父収責干奥。奥人
貸金銭者，慮歳酬其息，而負其本至十余歳不絶券。君至悉合券，其近者為要期，其遠者焚之。…
奥人大喜，数年息大酬倍干故。（巻五，呉香山姻丈七十序）
　吉安府（泰和）出身の商人が，広東で金貸し業をして活躍していたというのである（52）。もともと，
江西と広東とは，塩の販売で深く結ばれていた。
二州（汀・籟）民多盗用販広南塩以射利。（『宋史』巻一八二）
　潮州も広東の塩の主要な産地であり，それらが内陸部の江西や福建に運ばれ販売されれば，それを
めぐって，様々な人々が行き交っていたのである。
　また，江西から広東へ向かう客家の移動ルートも知られている。羅香林の『客家研究導論』（一九三三
年）には，広東省の和平県の徐氏の族譜として次のような記録を引いている。
吾祖徳隆実積之六世孫。王父日喧，為宋寧宗時都統据於権好，卜居於豫章之吉水，…解組未
幾，元兵南下，道隆起兵勤王，力戦而父子倶妓。徳隆則随宋帝度嶺而南。迫宋酢巳絶，義不臣元，
遂択龍川烏龍鎮，居之。
　祖先が江西・吉安の吉水から，元初の戦乱を逃れて，南嶺山脈を越えて，広東の烏龍鎮（和平県）
に移り住んできたという客家の一族の記録である。このように，江西から籟水を南下して南嶺山脈を
越えて広東に移動してくる道が，近世の主な人口移動の一つとしてあったのである。
　演劇に限ってみても，江西のざ陽腔が明初の永楽年間には既に西側の雲南・貴州まで広がっていた
という記録は紹介した。江西の南側の地においても，実はそれをはるかに遡る南宋の末年に，既に南
戯が流入していたという記録があるのである。元の劉堀（一二四〇～一三一九）の『水雲村稿』に，
次のようにある。
呉用章名康，南豊人。生宋紹興間，敏博逸群，課挙子業，檀能　名而試不利，乃留情楽府，以箭
憤欝。……又喩幾年而終。子孫無述焉。悲哉。用章破，詞盛行干時。不惟伶工歌妓以為首唱，士
大夫風流文雅者，酒酎興発軌歌之。由是与姜嘉章超之暗香疎影，李漢老之漢宮春劉行簡之夜行
船，並喧競麗者殆百十年。至成淳（一二六五～一二七四）永嘉戯曲出，濃少年化之，而後淫畦盛
正音歓。
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　江西の臨川の南の南豊の地で，南宋末年に南戯（永嘉戯曲）が流行し，それまで流行っていた詞が
廃れてしまったというのである。漸江の永嘉から来たというのだから，江西を北から南へと新しい演
劇文化が席巻して行ったということであろう。宣徳抄本が埋葬される百五十年ほど前の事である。
　清朝は，少数民族による支配であったため，しばしば文字の獄が起きた。書いた文字や文章の内容
が原因で弾圧される事件である。この事件の調査報告書の中に，k陽腔に関する興味深い記述がある。
以下は，江西巡撫邨碩の上奏文である。
郵碩摺
江西巡撫臣邨碩謹奏，為遵旨覆奏事。籟臣於乾隆四十五年十二月二十五日，承准大学士公阿桂等
字寄乾隆四十五年十一月二十八日奉上諭。前因外間流傳劇本，如明季国初之事，有関渉本朝字
句，亦未必無違擬之処，
　傳諭伊齢阿全徳留心査察斜酌妥辮。弦掠伊齢阿覆奏派員慎密捜訪査明，鷹剛改者捌改，懸
抽製者抽塑，陸続粘籔呈覧。再査毘腔外，有石碑腔・秦腔・k陽腔・楚腔等項，江・廣・閲・折・
四川・雲・貴等省，皆所盛行。請勅各督撫査辮等語，自慮如此辮理。
著将伊齢阿原摺抄，寄各督撫閲看，一燈留心査察。但須不動生色，不可梢渉張皇。将此遇，各督
撫奏事之便傳諭知之。欽此欽遵寄信到臣。
　臣査江西毘腔甚少。民間演唱有高腔・榔子腔・乱弾等項名目。其高腔又名k陽腔。臣検査k陽
県県旧志，有k陽腔之名。恐該地或有流傳劇本，筋令該県留心査察。
　随振稟稻，k陽之名不知始於何時，無慧稽考。現今所唱即係高腔，並無別有k陽詞曲。
　並捺附省之南昌府稟稻。遵経傳諭，各戯班将戯本内事渉明季，及関係南宋金朝故事，扮演
失当者，厳行禁除外，所有緻到各戯本。派員査核，内有「全家福」「乾坤鞘」二種，語有違擬。
又「紅門寺」一種扮演本朝服色。慮呈，請査辮等情。
　臣与藩某両司覆核無異。査江右所有高腔等班，其詞曲悉皆方言俗語，狸鄙無文，大半郷愚随口
演唱，任意更改。非毘腔傳奇，出文人之手，創岡成本，遽遇流傳。是以曲本無幾。其緻到者亦係
破燗不全抄本。現在検出之三種内，「紅門寺」係用本朝服色。「乾坤鞘」係宋金故事，庶行禁止。
「全家福」所稻封号語渉荒誕。且核其詞曲，不値剛改，倶鷹寛行錆殿。臣謹将原本粘籔，恭呈御
覧。
　至如瑞州・臨江・南康等府，山隅僻壌，本地既無優伶，外間戯班亦所？至。惟九江・広信・饒
州・籟州・南安等府，界連江・廣・閲・｛折，如前項石碑腔・秦腔・楚腔時来時去。
　臣筋令各該府，時刻留心，遇有到境戯班傳集開諭，務使一髄遵禁改正。昭我皇上端本維風之
至治，傍不許梢有張皇，及荷且従事。致干厳行参究所有。
　現在遵旨査辮縁由，理合恭摺覆奏。伏祈皇上容塁謹奏。
　乾隆四十六年四月初六日。殊批知道了。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『史料旬刊』二十二期，商務印書館）
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　清朝の上奏文であるので，文法的に満州語の文法の混じった，純粋な中国語としては異例の文章で
ある。だから，このような文章に慣れない私には，なかなか正確に読むことは難しい。しかしある程
度江西に関する情報を読み取ることができる。すると，次のようなことが読み取れる。
　当時は，民間で毘曲を演ずることは少なかった。ft陽腔の別名を高腔という。流行していたのは，
k陽腔以外にも，石碑腔・秦腔・榔子腔・乱弾などがあった。しかしすでに民間では，榔子系の演劇
が席巻しつつあったなどのことが分かる。ざ陽腔系の劇団では，完全な劇本がなく，「破燗不全抄本」
というのであるから，ボロボロの部分的な台本しかなかったらしい。又，江西の北側長江に接する九
江や，北東側の江蘇・安徽に接する饒州や，東側の福建・漸江に接する広信や，南側の広東に接する
輯州・南安などでは，外部から石碑腔・秦腔・楚腔などの劇団が往来していた。このようなことが，
奏上文から見て取れる。
　つまり，江西から広東に流入したと考えられる，抄本「劉希必金叙記」が，地下に埋められた数百
年の後の清代においても，江西から広東へ，また逆に広東から江西へと，変わることなく演劇文化が
交流していたというのである。
九，結論
　抄本「劉希必金銀記」の流伝も，これまでみてきたように，江西・広東の間の，人の流れ，演劇の
流れと深く関連していただろう。だから，広東省の北部である，潮州市の西側，梅州市を経て北の江
西省へと繋がる街道沿いの墓に，「吉安路胡東石作」と刻まれた銅鏡とともに埋葬されたのではなか
ろうか。
　まとめると，「劉希必金銀記」は，元代に福建の建安で印刷・出版された。その原本は，江西の地
に移動し籟江を遡って南下した。籟江の中流域の吉安あたりで，別の紙に抄写された。抄本となった
「劉希必金銀記」はそのまま南下し，南嶺山脈を越えて広東の潮州にやって来た。最後に，明初の宣
徳年間に所有者と共に潮州の西の鳳塘鎮あたりの地に，埋葬された。以上が，抄本「劉希必金叙記」
の流伝に関する推測である。
　「劉希必金銀記」を一読すると作品の底流に，家族の強固な絆と，故郷に対する渇望感というよう
なものがあることに気づく。抄本の所有者が本稿で推測したように，もし何らかの形の移民であった
と考えるならば，その人物が「劉希必金銀記」劇に固執した理由が，これによって非常によく説明さ
れることに気づくのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）陳歴明「明初南戯演出本『劉希必金銀記』」（「文物』一九八二年，十一期）
（2）『広東図説』巻七（『清代地図彙編』所収）。潮州府と掲陽県の中問部分の地図。潮州府と掲陽県の間の
　交通は，水路だったと思われる。「鳳塘」「鶴朧（后朧）」「楓渓嘘」などの名が見える。実際とは位置関
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　係が異なる。
（3）銭南陽『宋元戯文輯侠』一九五六，上海古典文学出版社
（4）陳歴明前掲（1＞論文
（5）沈不況「劉文龍故事的温州遺跡」（『第五届潮学国際研討会論文集』二〇〇五年）所収
（6）「洗馬橋」の名は，既に北宋の沈括の『補筆談』巻三，揚州の二十四橋の中にも見える。『潮州府志』
　にも見え，各地に少なくない名前である。
（7）『彙纂元譜南曲九宮正始』は，北平戯曲文献流通会影印本（『善本戯曲叢刊』台湾学生書局，1987年）と，
　東京大学総合図書館蔵本（『日本所蔵稀見中国戯曲文献叢刊』広西師範大学出版社，二〇〇六年）を見る
　ことができた。
（8）『善本戯曲叢刊』所収
（9）『老子甲本』（『馬王堆漢吊書』萱）九五に「美」（天下皆知美為美，悪已。）とある。
⑳　唐の叔術墓誌（『階唐五代墓誌潅編』陳面2－42）に「困」（天謝干此，霊困其託）とある。
（11）北斉の法勲禅師塔銘（『漢魏南北朝墓誌集繹』）に「伐」（柳記短韻，百伐思欽）とある。
a2）階の蘇慈墓誌（『階唐五代墓誌潅編』陳面3－7）に「逓」（荘荘原野前後相悲，再再春冬栄枯逓及）とある。
㈲　唐故左金吾衛大将軍渤海高君墓誌銘（『千唐志齋蔵誌』932）に「歯」（忽染斯疾，奄鍾歯琢）とある。
㈲　『武威漢代馨簡』・六十一にD剥（已有膿者潰，母得力作）とある。
㈲　『流沙墜簡』・簡順遺文14に「列（勿為人為口此事也）とある。
（16）唐の懐素，秋興八首に「β，」（『行草大字典』）とある。
（17）元の陸居仁，行書践に「な」（『五艦漢字彙編』）とある。
（18）『居延漢簡』第百十一葉六二．二二に「ま」（口書一封家属□）とある。
ag）宋の蘇舜欽に「善」（『草書韻會』）。
⑳　劉念藪「宣徳写本金叙記校后記」『学術研究』一九八二年四期。
（2り　田仲一成「十五・十六世紀を中心とする江南地方劇の変質について（五）」（『東京大学東洋文化研究所
　紀要』第72冊，1977年），「南戯《荊銀記》古劇本の階層分化」（『東方学』第113号，2007年）
吻　方彦寿『建陽刻書史』（二〇〇三年，中国社会出版社）
㈲　田仲一成『中国演劇史』（一九九八年，東京大学出版会）は，「安徽の徽調系脚本。刊行地は福建が多
　いが，編纂校訂者は安徽・江西人が多い」（258頁）と述べている。
㈱　『湯顕祖詩文集』巻三十四，（上海人民出版社，一九七三年）
㈲　傅芸子「釈渡調」『東方学報』十二，一九四一年
㈲　陳歴明『広東出土明本戯文』（二〇〇九年，広東人民出版社）は，渡唱の証拠としているが，誤りである。
吻　葉徳均「宋元明講唱文学」（『戯曲小説叢考』一九七九年，中華書局），金文京「詩讃系文学試論」（『中
　国一社会と文化』第七号，一九九二年）参照。
囲　『真蹟日録（北京図書館出版社，二〇〇二年）』，銭南陽『漢上宙文存』一九八〇年，上海文芸出版社
㈲　万葉「k陽腔的歴史，現状和当代保護」代陽腔新論』（中国戯劇出版社，二〇〇六年）参照。
㈹　『萬暦野獲編』補遺巻一「禁中演戯⊥　（中華書局，一九八〇年）。
（3D慶殉英「関漢卿戯曲的用韻」（『中国語文』一九六三年四期）。馬重奇「《南曲三籟》曲韻研究」（『福建
　師範大学学報』一九九五年一期）。魯国尭「論宋詞韻及其與金元詞韻的比較」（『中国語言学報』一九九一
　年四期）は，「支魚通押在輯・閾・呉地区詞人中比較普遍」と論じている。
B2）『新刊元本藝伯階琵琶記』（『古本琵琶記匪編』所収）
B3）注（3Dと同じ。
図　陸錫興「通仮字菅見」『辞書碕究』一九八一年三期（『急就集』中国社会科学出版社，二〇〇一年，所収）
Bs）方法については，以下を参照した。古屋昭弘「説唱詞話『花關索傳』と明代の方言」（『中国文学研究』
　十，一九八四年），「明・成化本『劉知遠還郷白免記』の言語」（『中国文学研究』・十三，一九八七年）。
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岡　劉念菰『宣徳写本金銀記』（一九八五年，広東人民出版社）。陳歴明『「金叙記」及其研究』（一九八二年，
　広西師範大學出版社）。王季思主編「劉希必金叙記」（一九九九年，『全元戯曲』第十一巻所収）。尚，拙
　稿「南戯「劉希必金銀記』」明宣徳砂本校義（1）」（『明治大学教養論集』二〇〇八年，四二九号），「南戯「劉
　希必金銀記』」明宣徳紗本校義（2）」（『明治大学教養論集』二〇〇八年，四三〇号）。
（30　北京大学中国語文学系，（文字改革出版社，一九八九年）。
岡　方言の分区については，衰家騨『漢語方言概要』（一九八九，文字改革出版社），侯精一『現代漢語方
　言概論』（二〇〇二，上海教育出版社），Jerry　Norman．　chinese．　Cambridge　University　Press．一九八八
　などを参照した。
㈱　李栄「官話方言的分区」（『方言』一九八五第一期）
㈲　顔森「江西方言的分区（稿）」（『方言』一九八六年一期），何大安「論籟方言」（『漢学研究』一九八六年，
　五／一），楊時逢「江西方言声調的調類」（『史語集刊』一九九一年，四三／三），陳昌儀『籟方言概要』（一九九一
　年，江西教育出版社），李如龍『客籟方言調査報告』（一九九二年，厘門大学出版社），劉論蓋『客籟方言
　比較研究』（一九九九年，中国社会科学出版社），Laurent　Sagart，　On　Gan－Hakka『清華学報』（一九九八
　年，一八／一），同LES　DIALECTES　GAN　Edition　LANGAES　CROISES（一九九三年），李栄主編『捧郷
　方言詞典』（一九九八年，江蘇教育出版社），劉澤民『客輯方言歴史層次研究』（二〇〇五年，甘粛民族出
　版社），万波『韓語声母的歴史層次研究』（二〇〇九年，商務印書館）
（4D　H．　Maspero，　Etudes　sur　la　Phon6tique　Historique　de　la　Language　Annamite，　Bulletin　de　1’Ecole
　．frangaise　d　’Extreme－Orient，一九二二。　B，　Karlgren『中国音韻学研究』（趙元任訳，一九四一）。白條洲「北
　京入声演変考」（『女師大学術季刊』二，一九三一年）。Charles　F．　Hochet　Peiping　Phonology，　Journal（’f
　the・American　oriental　society　67－4．　R．A．D．　Forrest．　The　Ju－sheng　Tone　in　Pekinese．　Bulletin　ofthe　school　of
　Oriental　and　Alfrican　Studies　13，一九五〇年。平山久雄「中古入声と北京語声調の対応通則」『日本中国学
　界報』十二，一九六〇年。H．M．　Stimson．　Chinese－pヂt，－kEndings　in　the　peking　Dialect．　Language，3＆4．
　1962。林蕪「“入声三派”捕釈」（『語言学論叢』17，一九九二年）など参照。
k2）鐘兆華『元刊全相平話五種校注』（一九八九，巴蜀出版社）二階堂善弘・中川諭『三国志平話訳注』（光
　栄，一九九九年）などを参照。
㈲　『漢語史稿』上（一九八〇，中華書局）。李思敬『漢語“几”［a］音史研究』（一九八六年，商務印書館）
　など参照。
幽）沈鍾偉．2008．　Studies　on　the　Menggu　Ziytin．中央研究院語言学研究所。
㈲　遠藤光曉『《翻訳老吃大・朴通事》漢字注音索引』（『開篇』単刊三．一九九〇年），中村雅之「老乞大朴
　通事の左側音の入声表記について」（『KOTONOHA』四十一号，二〇〇六年）。
㈹　語音巻（商務印書館，二〇〇八年），〇七三「熱日開的声母」
㈲　『臨川音系』（科学出版社，一九五八年），一八一頁。
綱　注幽の『現代漢語方言概論』参照。
99）「敦煙俗文学中的別字異文和唐五代西北方音」（『中国語文』一九六三年三期）
㈹　吉安方言については，注㈹で挙げた本以外にも，『吉安市志』語音編（吉安市地方志編纂委員会，
　一九九七年），任燕平「吉安市方言与普通話語音比較」（『吉安師専学報』十八巻三期，一九九七年），『吉
　安地区志』第三七篇「方言」（吉安市地方志辮公室，二〇〇七年）などを参照した。
（sD　龍安隆，饒小青「江西明代詞人用韻研究」『井歯山学院学報（哲学社会科学）』二〇〇八年七期
（52）江西商人については，傅衣凌「明代江西的工商業人口及其移動」（『明清社会経済史論文集』1982）に
　詳しい。
岡　呉椿青「宋代潮州的塩業」『韓山師範学院学報』一九九七年第三期など参照　　　　　　　’
韓山師範学院の呉椿青準教授には，潮州市で抄本の発掘現場の調査に同行していただいた。また，田仲
一成博士には，資料のみならず一方ならずお世話になった。記して感謝する次第である。
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　　　清楽曲「九連環」工尺譜の音長表記を例にして
加　藤 徹
はじめに　問題の所在
　筆者は，福満正博氏との共同研究において，中国の戯曲・音楽作品の「流伝」のメカニズムの研究
を行っている。福満氏は明代宣徳年間抄本『劉希必金銀記』を例に，中国国内での戯曲テキストの流
伝の経緯を明らかにした。筆者は，近世日本に伝来した中国系音楽文化「明清楽」のテキストを例に，
中国から国外へ，そして国外伝播後の流伝の様相を明らかにすることを目下の研究テーマとしている。
　小論では，日本国内に伝播したあとの清楽系テキストの記譜法に着目し，中国伝来芸能が世代から
世代へどのように受け継がれたか，日本国内における中国系音楽文化の「垂直伝播」について論ずる。
清楽の特徴
　遣唐使の時代に唐から雅楽が輸入されたことは，一般にはよく知られている。
　しかし江戸時代，いわゆる鎖国の時代にも，中国から日本に盛んに音楽が伝来した事実は，現代の
日本では忘れられている。日本音楽史の概説書等でも，江戸期の伝来音楽についての記述は少ない。
そのため，一般には「日本音楽は，江戸時代までは邦楽オンリーで，明治から洋楽が流入した」とい
う誤った認識が浸透してしまっている。
　しかし，歴史の実態としては，幕末・明治期の日本音楽は，邦楽と中国伝来音楽の二本立てであっ
た。近世の中国伝来の音楽は，
・東皐心越禅師が伝えた琴学（学問も含めた音楽文化大系としては「琴学」と表記し，琴により演奏
　させる楽曲という意味の場合は「琴楽」と表記する）
・琉球王国の御座楽と路次楽（「江戸上り」でも演奏）
・明楽
・清楽（「化政・天保」の清楽）
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の四種類が主なものである。
　このうち清楽は，日本国内でも比較的広く流行し，明治以降の日本の大衆音楽にも影響を与えた。
明治以降の清楽では，明楽の楽曲の一部も清楽風にアレンジして演奏したため，明治以降は「明清楽」
という呼称が一般化し，今日に至っているq｝。
　日本における清楽の流行は，19世紀の初頭から末まで．百年に満たなかった。特に1894年，日清戦
争が勃発し，清楽が「敵性音楽」と見なされるようになったことで，流行の終息は決定的となった。
　近世・近代の日本における清楽の流行は，日本史上，外国の音楽文化が大衆レベルで広まった最初
の事例である。遣唐使時代の雅楽や，近世の明楽や琴学が，いわば「上から」の音楽文化移入であっ
たのに対して，近世の清楽は「下から」ないし「横から」の文化移入であった。清楽の流行と終息の
過程を分析し，考察することは，日本人の外国文化の受容の特徴を考えるヒでも有用であるT2）。
　小論は．清楽の記譜法，特にその「音長表記」のスタイルの変遷に着目し，日本人が受容した清楽
の特異的性格について論ずることにしたい。
清楽曲「九連環」について
　小論では，清楽の数ある歌曲・楽曲の中から「九連環」を選び，江戸時代から明治の末まで，楽譜
の記譜法の変遷を追う。「九連環」を例として選ぶ理由は，この曲は清楽の初心者も習う基本的な曲
であり，かつ，日本でも中国でも有名で，日本の大衆音楽にも多大の影響を与えたからであるc3｝。
　「九連環」とは中国の伝統的な知恵の輪，いわゆる「チャイニーズリング」のこと。男女の恋愛を，
この知恵の輪が解きにくいことにたとえたラブソング「九連環」は，日本を含む東アジア各地に広まっ
た。清楽の数ある曲の中でも，「茉莉花」と並び最もよく歌われた名曲である。
　日本へはまず長崎の唐人屋敷
に持ち込まれ，そのあと文化・
文政期（1804年～1829年）から
全国的に広まったが，滝沢馬琴
『著作堂一夕話』は1801年1月
に遠州に漂着した唐船「萬勝号」
が伝えたという異説を伝え
るCV。中国本土でも流行してい
た曲なので，日本へも複数の伝
播ルートがあったとしても不思
議ではない。
　「九連環」の歌詞やメロディー
は，時代や流行地域によって変
異が大きい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；：｝
　　　　　、・♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　て7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　飾　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿」
【挿図　「長崎古今集覧名勝図絵』より。遊女3人と唐人4人が「九
　　　連環」の曲で遊んでいる。右端の遊女は京胡を，左端の後ろ
　　　向きの唐人は長樟型の月琴（院成）を弾いている。】
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　日本では，「九連環」の歌詞をもじった唐人唄「かんかんのう」が作られたほか，「九連環」のメロ
ディーを流用して「法界節」が作られるなど，日本の大衆音楽にも大きな影響を与えた。
記譜法から見える音楽の社会性
　近代西洋の楽曲は，五線譜ないし数字譜で記される。清楽曲は，中国の伝統的な記譜法である「工
尺譜」で記される。「工尺譜」には，時代や地域，教授者等ごとのローカルルールが多い。特に「板眼」
すなわち音符長やリズム表記などは，工尺譜のテキストごとに，ローカルルールの違いが大きい。
　そのようなローカルルールの差異は，単に記譜法の技術レベルだけではなく，教授者と学習者の関
係など，音楽文化の伝播の社会的環境を反映していると考えられる（5）。
　例えば，「一子相伝」の秘伝の音楽であれば，楽譜はあっても写本のみで，かつ楽譜はメモ程度の
簡素なものでリズムなど肝心な部分はわざと楽譜には表記しない，など，楽譜だけを見ても楽曲を完
全に再現できない場合が多い。
　逆に，完全公開の楽譜は，楽譜は印刷した刊本として刊行され，近代西洋の五線譜と同様，楽譜を
読むだけで誰でも楽曲を完全に再現できる。独習者用に，リズムや音高も正しく書き込まれている。
　結論を先に述べると，現存する幕末・明治期の清楽譜は，時代が下るにつれて，秘伝の「不完全楽
譜」から，独習可能な「完全楽譜」へと移行する傾向がある。ただ細部について見ると，単純に「記
譜技術の進歩」「情報の公開化」と言えない部分もある。
　以下，筆者が今まで収集した清楽譜の資料のうち，江戸時代から大正時代までに刊行された特徴的
な21種を選び，それを時代ごとに並べ，工尺譜の記譜スタイルの変遷を把握することにしよう。
1．花月琴譜（1832？）別名「月琴詞」「亀齢琴譜」とも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪の亀齢軒斗遠（きれいけんとえん）著。狭義での清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽の刊本としては，現存最古のもの。正確な刊行年は不明。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢文の序文の最後に「時天保壬辰秋若稽堂主人藤資愛」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。天保壬辰年＝天保3年＝1832年。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「九連環」については，中国語の歌詞を記載するのみで，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐音のルビも工尺譜もない。ただ，収録曲によっては工尺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　譜を書いているものもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最初の「一越調」は，楽曲の絶対音高を示す。清楽は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　その音楽的性質上，必ずしも絶対音高を厳密に規定する必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要はないが，江戸時代の清楽譜では，なぜか「一越調」や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「平調」など，音高を指定することが多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左の写真は，東京大学東洋文化研究所蔵本。
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2．清風雅譜（1859）
で，現存する清楽譜の刊本の中では，最もポピュラーなもの
の一つである。
　これも，江戸時代の刊本は「不完全楽譜」であり，リズム
や音符長は記されていない。鍋本由徳氏の論文（2005）（5）は，
鷹灘讐’憲瀦♂綴學讐言ll塑
　○と一は，後から人が書き込んだもの。
　『清風雅譜』は，明治以降も版を重ねたロングセラーである。
ここでまとめて，後の時代の版も掲げておく。
2－2．明治11年（1877）版（筆者蔵）○は印鑑で，一は手
　書きで，それぞれ音符長を書き込んである。鉛筆での書き
　込みもある。
2－3．『増補改訂　清風雅譜』（明治17年＝1884年）
　鏑木渓庵の息子・鏑木七五郎による，漢文のあとがきがあ
る（筆者蔵）
2－4．同上『増補改訂　清風雅譜』（明治17年＝1884年）
の赤字版。この画像は星野孝司氏提供。
2－5。明治23年（1890）印刷・同25年（1892）再版（筆者
蔵）。
2－1．清風雅譜
　　　　　霧磯
　　　　　　　驚
　　　　　畢
　　　　講擁
　　｝上瞭燕蘇、
2－2
雛難?
羅
．???
ー
2－4
2－3
?．??。??．??．…???、??????????????????、 ．?? ? 、
???．?????，，?
?? ． ??
　蟻難 ????
? 、?? ?、．，? 、????．…????、 ? ，????? 。?
??．．ー…ー…ーーーーーー，
????識．??????????…?? 　　　劇響　　　鱗森1
　　　灘
?
? ?????上、
?ェ???????
???????? ????、 ???????????
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2－5 　楽譜2－1から2－5まで，細かい部分
で相違はあるが，素朴でオーソドックスな
「○一（マル・棒）式音長表記」で音長が
後から書き込まれている。この方式ではア
ウフタクト（弱起）などまで精確に表記す
ることは難しいが，何もないよりはずっと
ましである。
3．『月琴詞譜』（1860）別名「観生居月琴譜」
　大島克著　万延庚申十月　伊勢の津刊
3－1
　著者の大島克（大島秋琴）は江戸の人で，長崎に遊学して清
人に月琴を学んだ。
　江戸時代の清楽譜ではよくあることだが，工尺譜がときどき
間違っている。冒頭部「上工尺。尺四上…」の箇所は，正しく
は「上工尺。工四上…」である。
　原本の体裁は1『花月琴譜』と同様であるが，手書きの朱墨
で，工尺譜および歌詞の右横にカタカナの唐音が振ってある。
　楽譜の音長表記は無い。
　3－2（右の白黒画像）は，波多野太郎氏の論文資料集
（1976）に影印収録されたもの（7）。
　唐音のフリガナは，3－1と微妙に違う。例えば「解」
の唐音は，3－1では「カイ」だが，3－2では「キャイ」
である（「キャイ」の方が清楽の唐音としてはオーソドッ
クス）。同一の刊本であっても，教授者により，歌詞の発
音には違いがあったことがわかる。
3－2
???』???、，?????????。??…???????????????????? ????? 、?． ，????????．、ー
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4．『声光詞譜』（1872）
　「袖珍折本」，天地人の3巻。原刊は明治5年（1872）だが，その後，何度も版を重ねた。清楽譜の
中では，最もポピュラーなものの一つ。
　4－1．これは1877年版『声光詞譜』である。「雪・月・花」の三冊セットの豆本。工尺譜の右横
の音長表記法が，曲ごとにバラバラであることに注意。
????????????????
???????????，、．???
「
??? 。 ?????? ? ? ? ? ?????? ．「
?????????
???????
理
???
????、
慰
???．??????????、? ?????
隔零??
???ー???」??????????
???? ?
?
??
??????? ?
　霧????
????，??????????????????，，，?〜
「九連環」は，薄い墨字の○式音調表記。
「茉莉花」は，朱墨の○一式音調表記。
「勇勢花」は，墨字による傍点累積式音調表記。
同一の清楽譜で，このように音長表記法を使い分けている例は珍しい。
4－2．『声光詞譜』1878年の版である。
　奥付「明治十年十二月十七日御届／同　十一年一月十一日板権免許／大阪府下第一大区四小区／高
麗橋二丁目四十三番地
　著者兼出板人　平井連山」
これは，傍点累積式音調表記である。単純ながら，精確に音調を表記することができる。上記の「九
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連環」では，「上一工」「四一上　尺一工」のように，部分的に朱で棒が書き込んであるが，この棒は
不要である。書き込みをした人間は，当初，朱の○一式音長表記で書き込もうとしたが，途中で思い
直して，傍点式音長表記で書いた可能性がある。
4－3．『声光詞譜』奥付がなく，実際の刊行年はわからない。
｝
????????．?、
??
????????．?????、???
????????ー??? ???
???????????《?????????????…???? ， ． 、????、 ????
』???
??????????????｛??ー「??，?????????
↑??????。?《｛??「??，?ー??????????????????????????????
?? ?
?????????
??????????
論
、????????????
????????????????????? ????
?????
?????????
　後人による音長表記の書き込みがないため，これだけでは演奏は不可能である。購入したばかりの
清楽譜は，このような書き込みのない状態であった。
　4－4．『声光詞譜』明治20年（1887）に福井県で翻刻出版された本。他の刊本と字体が微妙に違
うことに注意。
　奥付に「明治廿年十月十一日御届／全年全月三十日出版／翻刻出版人　福井県平民　寺水長右工門
／越前国足羽郡福井／錦上町三拾六番地／発党人　福井照手上町書騨／岡崎左喜介」
　越前国足羽郡（あすわぐん）は，福井照手上町のことで，現在の福井市の一部。
　音長表記は，部分的にスタンプで○が押してあるだけで，これだけではとても楽曲のリズムの復元
はできない。
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5．『月琴楽譜』（1877）
　中井新六著　大阪，明治10年7月
　清楽譜の集大成ともいうべき清楽譜である。「元亨利貞」の四冊からなる。収録曲も多く，歌詞は
詳細で，後の清楽譜にも大きな影響を与えた。例えばこの「九連環」の歌詞も，類書の多くでは割愛
している後半部の歌詞まで，漏れなく記録してある。
　本書の序文（漢文）には，清楽の歴史は当時からおよそ百年前，長崎で清客の江芸閣が伝えたこと
に始まる旨が書いてあり，この序文も史料として重要な価値をもつ。
　旧来の木版刷りの清楽譜と比べると，大幅に進歩している点がいくつかある。まず，金属活字印刷
であること。歌詞の横に唐音のフリガナが印刷されていること。歌詞と工尺譜が対応していること。
．?．．?
?????????
拶
?????，??．??
薪
，???．、
壌一
???
音長表記は無いが，○により切れ目を示していること，等である。
　この歌詞工尺対応併記方式は，歌詞を大字で整然と並べ，工尺
譜を小字で横に振る「詞主譜従」方式である。
6．『清楽曲牌雅譜』（1877）
　河副作十郎（何杏村）著　大阪，明治10年11月
　何杏村は長崎の中国人通訳で，日本に帰化して河副作十郎と名
乗った。
　本書は，波多野太郎編の紀要論文⑦にも影印収録されている。
　歌詞の右横に唐音のフリガナがある。だが，工尺譜は歌詞とは
別のスペースに独立してまとめてある。この詞譜分別記載方式は，
江戸時代以来の古い記述スタイルで，一見すると漢字の字面が整
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然と並び，美しい。
ある。
しかし，5．『月琴楽譜』の歌詞工尺対応併記方式に比べると，いろいろと不便で
7．『弄月余音』（1885）
　長原松隣（長原彌三郎）著 長野県松本，明治18年3月
?????????，????????
ユ、，??????????倒．???
????? ，???，?ーー、、?， 、 ．? ? 、? ? ?????????????????????????? ． ． ．?? ??? ????????? ? ?? ?? ???ー?．? ??????? ．?． ?→ ?????〔????
一
　序文を読むと，地方でも清楽の演奏を楽しむ文化が
浸透していたことがわかる。
　朱墨で「，一（点・棒）式音長表記」が書き込んで
ある。「○一式」と同系の補助記号である。
　明治10年代は，新しい活版印刷と，旧来の木版印刷
が併存していた時代だった。
8．『月琴雑曲　清楽の栞』（1888）
　東京・岡本純（著者），東京・井ノロ松之助（発行者）， 明治21年5月5日出版
　この楽譜で注目すべき点は，旧来の○一式音長表記を，あらかじめ印刷してあることである。しか
も装飾音の工尺譜までもが小字で印刷されている。
　江戸から明治前期までの清楽教習システムが，明治中期から，独学も可能なシステムへと移行しは
じめたことをうかがわせる。
　歌詞の意味を日本語で解説しているが，知恵の輪である九連環を「指輪」と勘違いしているなど，
間違いが多い。
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9．『月琴雑曲　清楽の栞続篇』（1888）
　東京・岡本純（著者），東京・井ノロ松之助（発行者），明治21年8月30日出版，明治23年（1890）
7月18日三版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基本的には上記の楽譜の焼き直しである。
???????
?
???????????????? ? ????????????? ? 」????????? 〞 　現代の出版界の慣行と違い．当時は，売れ行きの良い本
は必ずしも重版ではなく，同工異曲の別の本として出版さ
れることも多かった。
　東京など都市部では近代的な金属活字印刷本に移行しつ
つあったが，明治20年代になっても，地方では依然として
旧来の木版印刷による清楽譜が出版され続けていた。書籍
の流通の様相も，今日の出版界とはだいぶ違っていたよう
である。
???????」???? 、?????? ? ?? ????? ?。?。?????、、 ．．、 ?上。??
??ー???、?????????????
10．「明清楽譜』（1889）
　編輯・出版：松本藤七（岐阜県平民）
　［尺譜のみ。「天地人」三巻，小型本。
　九連「還」と記すなど誤字が多い。
　　tr一一　”　Jt「｝暫…‘｝ttv－「　長野県の『弄月余音』と同様．地方の出版の珍しい本であり，
研究者や図書館が作成した清楽譜の刊行リストなどでも本書の
存在は未収録であることが多い。
　奥付には「明治廿二年五月廿日御届／岐阜県美濃国安八郡／南
寺内村壱番地平民／編輯出版人　松本藤七／定価四拾銭」とある。
　音長や装飾音もあらかじめ印刷した活版印刷本が普及したあ
とも，このような素朴な木版本は淘汰されずに流通していた。
この事実から，当時の清楽の学習者には．全国的な情報ネット
ワークが薄弱であった（今日の視点から見て）らしいこと，居
住地や年齢層などさまざまな階層に別れていたらしいことが，推定できる。
11．『音楽初歩』（1890）
　北条芳三郎編　大阪：前川善兵衛〔ほか〕，明23年1月
　明治20年代から，「九連環」を載せる本は，以下の三種類に分れるようになった。
①清楽譜・・清楽曲の旋律を工尺譜で書いたもの。明治中期までは，ほぼ清楽譜イコール月琴譜。
②月琴譜…月琴曲の旋律を工尺譜で書いたもの。明治中期から，日本の俗曲を収録する比率が増える。
③関連本…洋楽器の練習曲の一部に清楽曲の五線譜や数字譜を含むもの。
　この時代から増えてくる「関連本」の一例として，『音楽初歩』（1890）を掲げる。
254
?
轍の寵漣急
令 イ’）4L令
．K・ユよロ
　五線譜の書き方が稚拙であるだけでなく，五線譜上の音符の位置も間違っている。第三小節の「四」
は正しくは「ラ⊥第四小節の「上」は正しくは「ド」，第五小節の「合合」は正しくは「ソソ」であ
るのに，それぞれ五線譜上の「ファ」「レ」「シシ」の誤った位置に音符を書いてしまっている。
　当時の日本人が，著者も読者もまだ五線譜に慣れていなかったことがわかる。五線譜が工尺譜に
取って代わるまでには，まだまだ歳月が必要であった。
12．『清楽独稽古』（1891）
　明治24年12月10日出版，明治27年5月24日三版。
編輯者　吉沢富太郎，発行者　小林喜右衛門・榊原友吉，印刷者　中西安右衛門
??????????????????????????????????、??????〜 ??? ?? ー? ．????? ???????? ??? ?? ?????????? ???? ????????、?????「」ー??、?????????、?????????????? ．????? ? ? ???????????????? ??? 「＝ ?????，，、 、、 ．??????????
???ー????????｝???、??、、
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角書き「曲譜ハ清国　歌曲ハ日本」
　旧来の木版刷りだが，挿絵や刻字は精緻で，完成度が高い。○一式音長表記をあらかじめ印刷して
ある。当時は清楽に限らず「～独稽古」と銘打った独習参考書の出版が流行していた。
13．『月琴雑曲ひとりずさみ』（1891）
井上輔太郎編　　前橋：黒田矩鎮，明24年8月
　独習本の一つ。この日本語の歌詞は，修身の教訓じみていて，
原曲の中国語の歌詞とは関連がない。
　工尺譜は「改良点打法○一式音長表記」で，歌詞の漢字の右
上と左下に○印を打つ「点打法」により，独習者が拍子を把握
しやすく工夫してある。
14．『独習自在清楽指南』（1892）
明治25年12月20日印刷　明治25年12月27日出版
編輯印刷兼発行者　東京市本所区東森下町23番地　花井　信
発売人　同　市本所区松井町三丁目十番地　吉澤　富太郎
［「吉」は，原本では「土」の下に「口」］
???????
?????????????????? 。 ? ????????????????????
?????????????
? ??? ? ? ?????????? ??? ? ? ?? ， ? ?? ? ? ?????? ???＝ ? ?? ?????，??????????、??????《????????
?????
??．????????????????????????????????????????????????????????????????｝?????????，??』??ー?、、????????．??????????????
??????????????????????????????????????????????
?????????????，?????????????
???????ー???
??????? ， 、 ?
???????????
?、???????????????????
????????》?????????「???」
，「㌔????????、????????
　改良点打法○一式音長表記を使用している点は，13．『月琴雑曲ひとりずさみ』（1891）と同じであ
る。
　従来の清楽譜本と違うのは，著者が自著のユニークさ，独自性を自画自賛し，大言壮語に近い感覚
でアピールしている点である（実際は，先行する清楽譜本と比べてそれほど画期的な革新があるわけ
ではない）。著作の「個性」を重んずる近代出版界の風潮が，清楽という伝統的なジャンルにも及び
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つつあったことを反映しているのかもしれ
ない。
　本書の「緒言」は，自信あふれる書き方
であるが，誤記も目立つ。当時の独習の状
況がわかる資料なので以下に転記してお
く。［］は加藤徹の注。文字の表記は改め
た。
　輯近，清楽譜本の著書続出し，その種そ
の類，数多ありといえども，みないたず
らに懸揆を加え，あるいは独習を名として
世間に発行す。これを購うて実際に試むる
に，その実なきこと，往々，一として完全
なる良書あるを見ず。ここにおいて，余輩
の著あるゆえんなり。（中略）
????．????????｝?…??????＝．????????????????????㌻???， ?》 ． ?? ）???? 〜??????????????????????????????
?????、??????????????????ー????? 、? 、 ←???．?．? 」 ッ 「ー 、? ?
???????? ．?
????????｝???? ??????㍉????????
??ー?? ? ? ） （?? →??
　　　　糞峯韓鴬
　　　　宿愈源鯵・）i
剛■■噛闘鱒■劇國國圏■■■■■■■■■■■隔四一馴■脚駒●
　鉄之ナルチニ腕ア’レルヲ賓懸近・；鷺撫聾暴
嬉難曇喫嘆繍
　この点打法は，ある譜［音符のこと］より次の譜までの間取り［リズムのこと］にして，左右の指
先にてその点をかわるがわる膝または卓上を打ちて間取りを計るなり。
　たとえば（上尺工六）［点打法略。写真参照。原本の「尺工」は「尺一工」の誤刻か］のごとき場
合の（上）［点打法略。写真参照］は右星ゆえ「ジャアン」と唱い［唱え］ながら「ジャ」のとき右
指にて打ち，「アン」を言い終わりて次の譜（尺一工）［略。］に移る。これは左星にて，一星中，二
字あるゆえ，左指にて「チェーコン」と唱えながら「チェ」のとき左指にて打ち「コン」を唱え終わ
りて，次の譜六［点打法略。］に移る。これは一字左右星ゆえ「リューウウウ」と唱えながら「リュー」
のとき右指に初リ［？］「ウウウ」のとき左指にて打つ間取にて，「ヂャーン　チェー　コン　リュー
ウウウ」となる。（以下略）
15．『手風琴独稽古』（1892）
林乃爾編　　大阪：林乃爾，明25年12月
　清楽譜ではなく，「関連本」の「九連環」の譜。通常の数字譜ではなく，押引異音式の簡素なアコー
ディオンのための楽譜であり，　漢数字でアコーディオンのボタンの位置を，漢数字の上の記号（●
???
圭諸室紅矧至ニー。ヨ絃妄
玉」三玉一一δ！宝圭玉羅一一宝
西一ポ三麟ヨ蓋詰藍一塀
ご刻ご31
　　　　『寒　碗　始 ?
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?
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と横棒）で押引の別を示す。
　当時の西洋楽器の入門者用の練習曲には，邦楽や洋楽と並んで，清楽曲も採られていた。その理由
は，一般人も清楽のメロディーを聴き慣れていたため練習曲として最適だったこと，当時まだ流行曲
のレパートリーは比較的少なく，邦楽や洋楽だけでは練習曲が足りなかったこと，などによる。
　この楽譜で注目すべきは，各音符の音長が，通常の数字譜と同様の「均等間隔式音長表記」で書か
れている点である。
　江戸時代の明楽の「方格譜」も，一種の均等間隔式音長表記方式であったが，清楽譜にはなぜか方
格譜的表記は受け継がれなかった。筆者の見解によれば，明治中期から清楽譜にも等間隔音長表記方
式が導入されるようになった理由は，洋楽器の関連本の影響である。
16．『清楽曲譜』（1893）
沖野勝芳編　高田：洋々館， 明26年6月
難繋1
三鯉言
上四仕
　闘杜上尺仕合工・
上含四尺九
　合　　　禦
　工囚工
　工圏四
　尺殴尺
．A六
1繧斡
嚢継鑓
轟6二鍛藝鰭琴
　上
　尺尺工
　六算四　工命
　工曲
馨杢?
??
　工
　清楽は，明治27年（1894）に日清戦争が勃発すると「敵性音
楽」視され，流行は下火になった。逆に言うと，日清戦争の直
前の時期に，清楽譜本の質や累積流通量は，ピークを迎えた。
　沖野勝芳の『清楽曲譜』（1893），および同一著者による焼き
直しである『洋峨楽譜』（1898）は，清楽譜でありながら，洋
楽器の「関連本」の定番である数字譜的な均等間隔式音長表記
を採用している。この表記法は，従来の「改良点打法○一式音
長表記」に比べて，ずっと読みやすく，精確である。以後の清
楽譜では，このような均等問隔式音長表記を採用するものが増
える。
　なお，沖野の『洋峨楽譜』は，現在も長崎で明清楽の演奏を
継承している長崎明清楽保存会とも深いつながりのあるテキス
トであるc8｝。
17．『手風琴速成独習自在』（1893）
三田村楓陰著　　大阪：和田安治郎，明26年11月
　西洋式の数字譜と，アコーディオンのボタン番号，伝統的な工尺譜を対応させた楽譜。このような
洋楽器の関連本でも，依然として中国伝来の「工尺譜」が併記されている。現代日本人が想像する以
上に，幕末・明治期の日本音楽は，中国音楽の多大な影響を受けていたことがわかる。
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日清戦争開戦の年に刊行されたこの清楽譜
式音長表記法（傍点累積本文は旧来の○
巻末付録式音長表記法の要素も含んでいる），
という二本立てになっに工尺譜対応の五線譜
ている。
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1　9．『明清楽譜』（1898）
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柚木友月（初次郎）編　山本喜六校
高岡　柚木初次郎　明治31年3月　和54丁
　工尺譜の右横に傍点累積式音長表記を印刷してある。後からの手書き
ではよく見られたこの音長表記法は，印刷されることは意外に少なかっ
た。清楽流行が下火になったこの時期に，ようやくこのようなスタイル
の工尺譜が刊行されるようになったことは，意外である。
　日清戦争中，敵性音楽とされた清楽の流行は下火となった。戦後は敵
性音楽というレッテルは取れ，清楽は息を吹き返したものの，もはや流
行のピークは去っていた。日清戦争後には純粋な清楽譜の刊行点数は
減った。
　ただ，手風琴やハーモニカ，明笛，尺八，八雲琴などの楽器の「関連本」
の曲例として，邦楽曲と並び，一部の清楽曲が収録される傾向は，大正
時代まで続いた。
20．『明笛流行俗曲附唱歌軍歌』（1900）
山田要三著　　大阪：又間精華堂，明33年9月
　西洋伝来の数字譜の洋数字を，工尺に置き換えた漢洋折衷型音長表記。
このような合理的な記譜法が登場するまで，意外に歳月がかかっている。
　近代の中国でも，同様の漢洋折衷型音長表記が見られる。ただ，日本
と中国のどちらが先に漢洋折衷型音長表記を採用したかについては，筆
者はまだ調査していない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　繋
?
　　? ????
????
????
霧
???．?????
????????????
黙灘一購1
懸、
260
21．『音符明確　大正式明笛独奏』（1913）
関西音楽会著，大阪市　堀田航盛館発売，大正2年7月10日発行
　清楽の流行が過去の記憶となった大正時代の，「関連本」の楽譜。洋数字の代わりに漢数字を使っ
ている点を除けば，完全に西洋式の数字譜である。
　本書に，歌詞は収録されていない。
　大正時代は「演歌」など，大衆歌謡が勃興した時代である。当時は，清楽曲を聞き慣れた世代がま
だ健在だった。そのため，例えば関東大震災の後に流行した演歌「復興節」のメロディーが清楽曲「紗
窓」を流用したものであるように，清楽曲の一部は日本の音楽に影響を与え続けていたのである。
繍懲
鑛繋翻欝馨
　　　
灘難搬
???． ??．???
????
結論
　以上，筆者が収集した清楽譜関係資料の一部を時代ごとに並べ，記譜法の変遷を見た。その結果，
以下の特徴が明らかになった。
1）【故意の不完全性】　明治初期までは，工尺譜の音長表記が無く，そのままでは独習不可能である。
当時，この種の清楽本は，一般読者が巷間の書騨や楽器店等で買い求めることもできたが，多くの
場合，清楽の「師匠」を通じて購入したと思われる。江戸時代以来の稽古事の学習スタイルをふま
え，わざと不完全な工尺譜のまま刊行したのであろう。
2）【表記法の多様さ】清楽譜の所有者（学習者）が肉筆で書き込んだ音長表記は，○一式や，傍点
累積式など，さまざまである。時代によって流行の傾向の変化が見られるものの，ある一つの音長
表記方式が決定的となり他の方式を淘汰するという現象は，ついに見られなかった。これは，日本
261
日本における中国伝来音楽伝承の特異性
に全国統一的な清楽の教授システムが存在せず，師匠の「流派」や年齢ごとに，自分が慣れた方式
を使い続けたためと思われる。
3）【保守的性格】　音長表記が完全で独習可能な清楽譜は，1890年ごろから普及し始める。「点打法」
などの改良も試みられた。しかしながら，最も合理的で完壁に音長を表記できる西洋式の五線譜や
数字譜の普及は，意外と遅かった。また，金属活字本の登場後も，伝統的な木版の和本タイプの清
楽譜も並行して出版され続けた。こうした保守的傾向から，日本人が清楽譜に求めたのは単なる「実
用性」ではなく，伝統的風格など雰囲気的な要素も重視されていたことがわかる。
4）【日本国内での完結性】　中国本土で刊行された毘曲譜の工尺譜などと比較すると，日本の清楽譜
の工尺譜は，同じ工尺譜ながら，体裁が共通していない。近世中国の毘曲譜の刊本の多くは，工尺
譜に詳しい「板眼」表記を施してあり，独習可能である。日本の清楽譜の工尺譜は，中国本土の曲
譜で主流となった音長表記スタイルを採用しなかった。
　楽譜の体裁だけでなく，清楽曲のレパートリーも，明治の初年にはほぼ固定してしまい，その後
に中国から同時代の最新の流行曲を輸入することは少なかった。例えば，日本のいわゆる「中華料
理」は，中国料理とイコールではない。清楽も同様で，日本伝来後は，日本文化の中で完結してい
た，と言える。
　上記の特徴は，日本人の西洋音楽の受容と比較すると，極めて特異的である。
　西洋音楽の記譜法は，五線譜であれ数字譜であれ，全世界的に統一されている。また時代ごとの記
譜法の変化も，比較的少ない。近代日本において，西洋音楽は「上から」導入され，当初は「お雇い
外国人」が西洋音楽を教授し，学校教育や軍楽などと結びつき，その後に民間に普及した。明治以降
も，同時代の外国曲の楽譜が，リアルタイムで輸入され続けた。日本独自のローカルルールの五線譜
が誕生する余地は，そもそも無かった。
　一方，清楽譜の記譜法の主流は，漢字圏共通の工尺譜であるが，音長表記のルールが曖昧で，日本
独自の工夫も多く，時代ごとの変化も大きい。清楽は，江戸時代の天保・化政年間に長崎来舶唐人が
伝えた楽曲であるが，唐人が直接，日本人に教授したのはごく初期だけであった。鎖国時代だったこ
ともあり，すでに江戸時代から，清楽は日本人の師匠が日本人の弟子に伝授するという日本化した稽
古事になった。幕末の開国後，清国と自由に行き来できるようになった後も，すでに日本の稽古事文
化の一つとなっていた清楽は，日本国内で完結したままであった。
　今回，清楽譜の音長表記法の変遷を分析した結果，上記のような清楽の特異的性格を明らかにする
ことができた。
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【注】
（1）清楽の歴史と近年の研究の動態については，中尾友香梨『江戸文人と明清楽』汲古書院2010年に詳
　しい。
（2）清楽の演奏・伝承を担った社会階層についての考察は，加藤徹「中国伝来音楽と社会階層一清楽曲「九
　連環」を例にして」（東アジア地域間交流研究会編『から船往来　一日本を育てたひと・ふね・まち・
　こころ』中国書店，2009年）を参照のこと。
（3）「九連環」と日本音楽の関係については，
　　張前『中日音楽交流史』（人民音楽出版社1999／10）pp，226－237，第三節「『九連環』与『茉莉花』的伝
　承与変化」，
　　楊桂香「日本と中国の両国における「九連環」の広がりとその変化」，『人間文化論叢』Vol．5（お茶の水
　女子大学大学院人間文化研究科2002）pp．13～22，
　　鍋本由徳「近世後期における中国音楽の伝播と受容一主に唐人踊・看々節を中心に一」（研究実績報告
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